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地
域
の
歴
史

七宗町

　

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
は
、
面
積
の
九
〇
％
が
山
林
の
山
間
地

で
す
。
町
の
南
部
を
流
れ
る
飛
騨
川
と
支
流
・
神
淵
川
に
沿
っ
て

集
落
が
発
達
し
、
中
世
に
は
土
岐
氏
が
建
立
し
た
龍
門
寺
が
栄
え

ま
し
た
。
ま
た
北
東
部
の
七
宗
山
は
有
数
の
木
材
産
地
で
、
江
戸

時
代
に
は
「
尾
張
様
の
御
納
戸
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

自
然
と
歴
史
が
ふ
れ
あ
う
、

山
紫
水
明
の
地・七
宗
町

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
は
、
岐
阜
県

中
央
部
の
山
間
地
域
に
あ
り
、
町
名
の

「
七
」
は
地
元
の
方
言
で
「
ひ
ち
」
と

読
み
、
「
宗
」
は
「
み
た
ま
や
（
神
の

宿
る
場
所
）
」
を
意
味
し
ま
す
。
町
の

北
部
に
そ
び
え
る
峰
々
が
、
古
よ
り

「
七
宗
山
」
、
ま
た
は
「
七
宗
権
現
」

と
呼
ば
れ
崇
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
に
ち

な
ん
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

美
濃
国
武
儀
郡
御
佩
郷（
先
史
〜
古
代
）

現
七
宗
町
で
は
、
町
内
の
一
八
ヶ
所

で
縄
文
草
創
期
に
作
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
矢
鏃
や
石
匙
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
先
土
器
時
代
の
も
の
と

断
定
で
き
る
遺
物
や
、
縄

文
・
弥
生
時
代
の
土
器
や
住

居
跡
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
出
土
場
所
は
日
当

り
が
良
い
水
場
の
近
く
で
、

そ
の
出
土
量
か
ら
長
期
間
に

滞
在
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、
三
，
四
家
族
程
度
の
小

集
団
が
短
期
間
居
住
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

律
令
制
下
に
お
い
て
、
現
七
宗
町
は

美
濃
国
武
儀
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
、
武
芸
郡
（
武

儀
郡
）
に
「
御
佩
・
跡
部
・
生
櫛
・
有

知
・
白
金
・
大
山
・
稲
朽
・
菅
田
・
揖

可
」
の
九
郷
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
中
で
御
佩
郷
は
、
「
ミ
タ
ラ
シ
ゴ

ウ
」
と
読
ん
で
、
美
濃
市
西
部
の
御
手

洗
一
帯
に
比
定
す
る
の
が
、
従
来
か
ら

の
通
説
で
し
た
。
『
濃
飛
両
国
通
史
』

を
見
る
と
御
佩
郷
に
つ
い
て
、
「
ミ
タ

ラ
シ
と
訓
む
、
今
上
牧
村
に
御
手
洗
存

す
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
論
拠
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
『
七
宗
町
史
』

は
、
「
ミ
タ
ラ
シ
」
の
読
み
に
は
根
拠

が
な
く
誤
読
で
あ
る
と
し
、
貴
人
の
剣

を
「
ミ
カ
ハ
シ
」
と
言
い
、
漢
字
は
御

佩
を
用
い
た
と
し
た
上
で
、
現
七
宗
町

神
淵
の
東
北
部
に
あ
る
天
王
山
は
か
つ

て
御
佩
山
と
も
呼
ば
れ
、
御
佩
大
明
神

（
神
淵
神
社
）
が
鎮
座
す
る
こ
と
、
ま

た
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
に
御
佩
郷

を
神
淵
・
麻
生
・
村
君
・
津
保
の
四
村

に
分
け
た
と
の
史
料
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
、
御
佩
郡
を
現
七
宗
町
周
辺
に

比
定
し
て
い
ま
す
。

諸
山
に
列
せ
ら
れ
た
龍
門
寺（
中
世
）

平
安
時
代
末
期
の
美
濃
国
で
は
、

関
市
の
平
野
部
を
中
心
と
し
た
広
範

囲
に
、
武
儀
荘
と
い
う
摂
関
家
領
荘

園
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
の

臨
川
寺
に
残
さ
れ
た
「
臨
川
寺
重
書

案
文
」
に
、
南
北
朝
期
の
貞
和
三

（
一
三
四
七
）
年
に
武
儀
荘
内
神
淵

郷
栗
原
村
が
、
理
春
尼
（
長
宗
我
部

国
親
の
妹
）
か
ら
臨
川
寺
に
寄
進
さ

れ
た
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
現
七

宗
町
神
淵
は
武
儀
荘
に
含
ま
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
寄
進
に
つ

い
て
『
七
宗
町
史
』
は
、
台
頭
し
て

き
た
土
岐
氏
の
圧
迫
に
よ
る
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

神
淵
郷
に
は
、
官
寺
禅
院
の
寺
格
で

「
五
山
」
、
「
十
刹
」
に
次
ぐ
「
諸

山
」
に
列
せ
ら
れ
て
い
た
禅
刹
神
淵
山

龍
門
寺
が
あ
り
ま
す
。
龍
門
寺
は
、
延

慶
年
間
（
一
三
〇
八
か
ら
一
三
一
一
）

に
土
岐
頼
貞
が
宗
か
ら
の
渡
来
僧
・
一

山
一
寧
を
開
山
（
創
始
者
）
と
し
て
創

建
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

名
目
で
あ
り
、
実
質
は
頼
貞
の
嫡
男
・

頼
直
が
一
寧
の
法
孫
・
太
清
宗
渭
を
開

山
と
し
て
建
立
し
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
龍
門
寺
は
、
当
初
は
長
良
福

光
（
現
岐
阜
市
）
に
創
建
さ
れ
た
寺

で
、
当
時
は
福
光
郷
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
福
光
山
龍
門
寺
と
呼
称
し
て
お

り
、
今
も
龍
門
寺
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。
龍
門
寺
が
福
光
郷

か
ら
神
淵
郷
に
移
さ
れ
た
時
期
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
を
明
記
し
た
史
料
は

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
連

す
る
史
料
や
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど

か
ら
嘉
慶
元
（
一
三
八
七
）
年
以

降
、
応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
以

前
と
推
察
す
る
説
が

あ
り
ま
す
。

美
濃
国
守
護
・
土

岐
氏
の
庇
護
下
に

あ
っ
た
龍
門
寺
は
、

神
淵
郷
を
寺
領
と
す

る
な
ど
勢
力
を
拡
大

し
ま
し
た
が
、
守
護

代
・
斎
藤
氏
が
主
家

に
代
っ
て
実
権
を
握

る
と
寺
領
を
押
領
さ

れ
、
衰
退
し
て
い
き

ま
し
た
。

七
宗
山
は
尾
張
様
の

御
納
戸（
近
世
）

七
宗
町
の
北
東
部

は
七
宗
山
と
呼
ば
れ
る
山
地
で
、
標
高

六
五
〇
ｍ
前
後
の
峰
が
連
な
り
、
七
宗

権
現
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
麓
を
取
り
巻
く
坂
之
東
（
現
白
川

町
）
・
上
麻
生
・
神
淵
・
菅
田
・
金
山

の
村
々
は
「
七
宗
根
廻
り
の
村
」
と
よ

ば
れ
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
当
初
、
七
宗

山
と
根
廻
り
の
村
は
幕
府
直
轄
領
で
し

た
が
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
尾

張
藩
領
と
な
り
ま
し
た
。
七
宗
山
は
良

質
な
木
材
の
産
出
地
で
、
木
曽
山
よ
り

も
名
古
屋
へ
の
搬
出
が
容
易
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
七
宗
山
は
尾
張
様
の
御
納

戸
」
と
言
わ
れ
名
古
屋
城
塀
用
な
ど
の

材
木
が
伐
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

尾
張
藩
は
、
森
林
資
源
を
管
理
す
る

た
め
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
・
同

一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
の
二
度
に
わ
た

り
山
改
め
を
行
い
、
伐
木
は
も
ち
ろ
ん

小
木
の
枝
葉
を
伐
り
取
る
こ
と
や
入
山

ま
で
禁
止
し
た
留
山
の
境
界
を
定
め
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
留
山
の
境
か
ら
一
定
の
距

離
ま
で
の
地
域
を
鞘
山
と
定
め
て
、

杉
・
檜
・
槇
・
欅
・
樅
・
栂
・
朴
・
姫

子
松
・
柏
・
樫
の
一
〇
種
を
御
留
木
と

し
て
伐
採
を
禁
じ
ま
し
た
。
鞘
山
に
指

定
さ
れ
た
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
農
民
が

薪
炭
用
の
雑
木
を
採
取
し
て
き
た
場
所

の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
、
薪
炭

を
自
家
用
と
と
も
に
売
り
だ
し
て
生
活

し
て
い
た
根
廻
り
の
村
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
で
し
た
。
中
で
も
飛
騨
川
沿
い

の
上
麻
生
・
坂
之
東
村
は
、
川
沿
い
を

通
る
飛
騨
街
道
の
道
上
二
間
（
約
三
・

六
ｍ
）
・
道
下
五
間
（
約
九
ｍ
）
が
諸

木
芝
草
一
切
刈
り
取
り
禁
止
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
川
岸
で
の
採
草
も
出
来
ず

困
窮
し
ま
し
た
。
明
和
三
（
一
七
六

六
）
年
、
両
村
は
、
坂
之
東
小
川
か
ら

上
麻
生
細
尾
谷
ま
で
の
鞘
山
の
諸
木
を

有
償
で
払
い
下
げ
て
欲
し
い
と
願
い
出

ま
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
幾
度
も
同
様
な
願
書
を

提
出
し
ま
し
た
が
鞘
山
払
い
下
げ
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
永
四
（
一
七
七

五
）
年
に
な
る
と
境
改
め
が
行
わ
れ
、

鞘
山
の
境
が
少
し
後
退
し
て
、
わ
ず
か

に
柴
草
・
雑
木
を
採
取
す
る
余
地
が
生

じ
ま
し
た
。

七
宗
山
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
の
廃
藩
置
県
で
岐
阜
県
の
管
轄
と
な

り
ま
し
た
が
、
同
七
（
一
八
七
四
）
年

に
帝
室
御
料
林
と
な
り
、
そ
の
後
変
遷

を
経
て
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
に

国
有
林
に
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

飛
水
峡
と
日
本
列
島
最
古
の
石

（
近
代・現
代
）

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
神
淵

村
・
上
麻
生
村
が
成
立
し
、
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
に
は
上
麻
生
村
が
武
儀

郡
か
ら
加
茂
郡
に
変
更
、
同
三
〇
（
一
九

五
五
）
年
、
武
儀
郡
神
渕
村
と
加
茂
郡
上

麻
生
村
が
合
併
し
加
茂
郡
七
宗
村
が
発

足
、
同
三
一
（
一
九
五
六
）
年
、
下
麻
生

町
の
中
麻
生
地
区
を
編
入
（
下
麻
生
町
の

残
り
は
、
川
辺
町
へ
編
入
）
、
同
四
六

（
一
九
七
一
）
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
、

七
宗
町
が
発
足
し
ま
し
た
。

町
を
流
れ
る
飛
騨
川
は
、
飛
水
峡
と

呼
ば
れ
る
景
勝
地
で
飛
騨
木
曽
川
国
定

公
園
に
含
ま
れ
、
飛
水
峡
一
帯
に
点
在

す
る
甌
穴
群
（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）
は
、

長
い
歳
月
の
間
に
飛
騨
川
の
激
流
に
よ

り
岩
が
浸
食
さ
れ
て
壺
状
に
え
ぐ
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
数
は
八
〇
〇
個
あ
る

と
い
わ
れ
、
他
に
類
の
な
い
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
河
床

か
ら
”日
本
列
島
最
古
の
石”

が
発
見
さ

れ
、
「
上
麻
生
礫
岩
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
岩
石
は
約
二
〇
億
年
前

に
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
、
年
代
測
定
し

た
も
の
の
中
で
は
日
本
最
古
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
歴
史

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
は
、
岐
阜
県

中
央
部
の
山
間
地
域
に
あ
り
、
町
名
の

「
七
」
は
地
元
の
方
言
で
「
ひ
ち
」
と

読
み
、
「
宗
」
は
「
み
た
ま
や
（
神
の

宿
る
場
所
）
」
を
意
味
し
ま
す
。
町
の

北
部
に
そ
び
え
る
峰
々
が
、
古
よ
り

「
七
宗
山
」
、
ま
た
は
「
七
宗
権
現
」

と
呼
ば
れ
崇
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
に
ち

な
ん
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

美
濃
国
武
儀
郡
御
佩
郷（
先
史
〜
古
代
）

現
七
宗
町
で
は
、
町
内
の
一
八
ヶ
所

で
縄
文
草
創
期
に
作
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
矢
鏃
や
石
匙
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
先
土
器
時
代
の
も
の
と

断
定
で
き
る
遺
物
や
、
縄

文
・
弥
生
時
代
の
土
器
や
住

居
跡
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
出
土
場
所
は
日
当

り
が
良
い
水
場
の
近
く
で
、

そ
の
出
土
量
か
ら
長
期
間
に

滞
在
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、
三
，
四
家
族
程
度
の
小

集
団
が
短
期
間
居
住
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

律
令
制
下
に
お
い
て
、
現
七
宗
町
は

美
濃
国
武
儀
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
、
武
芸
郡
（
武

儀
郡
）
に
「
御
佩
・
跡
部
・
生
櫛
・
有

知
・
白
金
・
大
山
・
稲
朽
・
菅
田
・
揖

可
」
の
九
郷
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
中
で
御
佩
郷
は
、
「
ミ
タ
ラ
シ
ゴ

ウ
」
と
読
ん
で
、
美
濃
市
西
部
の
御
手

洗
一
帯
に
比
定
す
る
の
が
、
従
来
か
ら

の
通
説
で
し
た
。
『
濃
飛
両
国
通
史
』

を
見
る
と
御
佩
郷
に
つ
い
て
、
「
ミ
タ

ラ
シ
と
訓
む
、
今
上
牧
村
に
御
手
洗
存

す
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
論
拠
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
『
七
宗
町
史
』

は
、
「
ミ
タ
ラ
シ
」
の
読
み
に
は
根
拠

が
な
く
誤
読
で
あ
る
と
し
、
貴
人
の
剣

を
「
ミ
カ
ハ
シ
」
と
言
い
、
漢
字
は
御

佩
を
用
い
た
と
し
た
上
で
、
現
七
宗
町

神
淵
の
東
北
部
に
あ
る
天
王
山
は
か
つ

て
御
佩
山
と
も
呼
ば
れ
、
御
佩
大
明
神

（
神
淵
神
社
）
が
鎮
座
す
る
こ
と
、
ま

た
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
に
御
佩
郷

を
神
淵
・
麻
生
・
村
君
・
津
保
の
四
村

に
分
け
た
と
の
史
料
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
、
御
佩
郡
を
現
七
宗
町
周
辺
に

比
定
し
て
い
ま
す
。

諸
山
に
列
せ
ら
れ
た
龍
門
寺（
中
世
）

平
安
時
代
末
期
の
美
濃
国
で
は
、

関
市
の
平
野
部
を
中
心
と
し
た
広
範

囲
に
、
武
儀
荘
と
い
う
摂
関
家
領
荘

園
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
の

臨
川
寺
に
残
さ
れ
た
「
臨
川
寺
重
書

案
文
」
に
、
南
北
朝
期
の
貞
和
三

（
一
三
四
七
）
年
に
武
儀
荘
内
神
淵

郷
栗
原
村
が
、
理
春
尼
（
長
宗
我
部

国
親
の
妹
）
か
ら
臨
川
寺
に
寄
進
さ

れ
た
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
現
七

宗
町
神
淵
は
武
儀
荘
に
含
ま
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
寄
進
に
つ

い
て
『
七
宗
町
史
』
は
、
台
頭
し
て

き
た
土
岐
氏
の
圧
迫
に
よ
る
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

神
淵
郷
に
は
、
官
寺
禅
院
の
寺
格
で

「
五
山
」
、
「
十
刹
」
に
次
ぐ
「
諸

山
」
に
列
せ
ら
れ
て
い
た
禅
刹
神
淵
山

龍
門
寺
が
あ
り
ま
す
。
龍
門
寺
は
、
延

慶
年
間
（
一
三
〇
八
か
ら
一
三
一
一
）

に
土
岐
頼
貞
が
宗
か
ら
の
渡
来
僧
・
一

山
一
寧
を
開
山
（
創
始
者
）
と
し
て
創

建
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

名
目
で
あ
り
、
実
質
は
頼
貞
の
嫡
男
・

頼
直
が
一
寧
の
法
孫
・
太
清
宗
渭
を
開

山
と
し
て
建
立
し
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
龍
門
寺
は
、
当
初
は
長
良
福

光
（
現
岐
阜
市
）
に
創
建
さ
れ
た
寺

で
、
当
時
は
福
光
郷
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
福
光
山
龍
門
寺
と
呼
称
し
て
お

り
、
今
も
龍
門
寺
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。
龍
門
寺
が
福
光
郷

か
ら
神
淵
郷
に
移
さ
れ
た
時
期
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
を
明
記
し
た
史
料
は

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
連

す
る
史
料
や
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど

か
ら
嘉
慶
元
（
一
三
八
七
）
年
以

降
、
応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
以

前
と
推
察
す
る
説
が

あ
り
ま
す
。

美
濃
国
守
護
・
土

岐
氏
の
庇
護
下
に

あ
っ
た
龍
門
寺
は
、

神
淵
郷
を
寺
領
と
す

る
な
ど
勢
力
を
拡
大

し
ま
し
た
が
、
守
護

代
・
斎
藤
氏
が
主
家

に
代
っ
て
実
権
を
握

る
と
寺
領
を
押
領
さ

れ
、
衰
退
し
て
い
き

ま
し
た
。

七
宗
山
は
尾
張
様
の

御
納
戸（
近
世
）

七
宗
町
の
北
東
部

は
七
宗
山
と
呼
ば
れ
る
山
地
で
、
標
高

六
五
〇
ｍ
前
後
の
峰
が
連
な
り
、
七
宗

権
現
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
麓
を
取
り
巻
く
坂
之
東
（
現
白
川

町
）
・
上
麻
生
・
神
淵
・
菅
田
・
金
山

の
村
々
は
「
七
宗
根
廻
り
の
村
」
と
よ

ば
れ
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
当
初
、
七
宗

山
と
根
廻
り
の
村
は
幕
府
直
轄
領
で
し

た
が
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
尾

張
藩
領
と
な
り
ま
し
た
。
七
宗
山
は
良

質
な
木
材
の
産
出
地
で
、
木
曽
山
よ
り

も
名
古
屋
へ
の
搬
出
が
容
易
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
七
宗
山
は
尾
張
様
の
御
納

戸
」
と
言
わ
れ
名
古
屋
城
塀
用
な
ど
の

材
木
が
伐
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

尾
張
藩
は
、
森
林
資
源
を
管
理
す
る

た
め
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
・
同

一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
の
二
度
に
わ
た

り
山
改
め
を
行
い
、
伐
木
は
も
ち
ろ
ん

小
木
の
枝
葉
を
伐
り
取
る
こ
と
や
入
山

ま
で
禁
止
し
た
留
山
の
境
界
を
定
め
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
留
山
の
境
か
ら
一
定
の
距

離
ま
で
の
地
域
を
鞘
山
と
定
め
て
、

杉
・
檜
・
槇
・
欅
・
樅
・
栂
・
朴
・
姫

子
松
・
柏
・
樫
の
一
〇
種
を
御
留
木
と

し
て
伐
採
を
禁
じ
ま
し
た
。
鞘
山
に
指

定
さ
れ
た
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
農
民
が

薪
炭
用
の
雑
木
を
採
取
し
て
き
た
場
所

の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
、
薪
炭

を
自
家
用
と
と
も
に
売
り
だ
し
て
生
活

し
て
い
た
根
廻
り
の
村
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
で
し
た
。
中
で
も
飛
騨
川
沿
い

の
上
麻
生
・
坂
之
東
村
は
、
川
沿
い
を

通
る
飛
騨
街
道
の
道
上
二
間
（
約
三
・

六
ｍ
）
・
道
下
五
間
（
約
九
ｍ
）
が
諸

木
芝
草
一
切
刈
り
取
り
禁
止
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
川
岸
で
の
採
草
も
出
来
ず

困
窮
し
ま
し
た
。
明
和
三
（
一
七
六

六
）
年
、
両
村
は
、
坂
之
東
小
川
か
ら

上
麻
生
細
尾
谷
ま
で
の
鞘
山
の
諸
木
を

有
償
で
払
い
下
げ
て
欲
し
い
と
願
い
出

ま
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
幾
度
も
同
様
な
願
書
を

提
出
し
ま
し
た
が
鞘
山
払
い
下
げ
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
永
四
（
一
七
七

五
）
年
に
な
る
と
境
改
め
が
行
わ
れ
、

鞘
山
の
境
が
少
し
後
退
し
て
、
わ
ず
か

に
柴
草
・
雑
木
を
採
取
す
る
余
地
が
生

じ
ま
し
た
。

七
宗
山
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
の
廃
藩
置
県
で
岐
阜
県
の
管
轄
と
な

り
ま
し
た
が
、
同
七
（
一
八
七
四
）
年

に
帝
室
御
料
林
と
な
り
、
そ
の
後
変
遷

を
経
て
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
に

国
有
林
に
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

飛
水
峡
と
日
本
列
島
最
古
の
石

（
近
代・現
代
）

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
神
淵

村
・
上
麻
生
村
が
成
立
し
、
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
に
は
上
麻
生
村
が
武
儀

郡
か
ら
加
茂
郡
に
変
更
、
同
三
〇
（
一
九

五
五
）
年
、
武
儀
郡
神
渕
村
と
加
茂
郡
上

麻
生
村
が
合
併
し
加
茂
郡
七
宗
村
が
発

足
、
同
三
一
（
一
九
五
六
）
年
、
下
麻
生

町
の
中
麻
生
地
区
を
編
入
（
下
麻
生
町
の

残
り
は
、
川
辺
町
へ
編
入
）
、
同
四
六

（
一
九
七
一
）
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
、

七
宗
町
が
発
足
し
ま
し
た
。

町
を
流
れ
る
飛
騨
川
は
、
飛
水
峡
と

呼
ば
れ
る
景
勝
地
で
飛
騨
木
曽
川
国
定

公
園
に
含
ま
れ
、
飛
水
峡
一
帯
に
点
在

す
る
甌
穴
群
（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）
は
、

長
い
歳
月
の
間
に
飛
騨
川
の
激
流
に
よ

り
岩
が
浸
食
さ
れ
て
壺
状
に
え
ぐ
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
数
は
八
〇
〇
個
あ
る

と
い
わ
れ
、
他
に
類
の
な
い
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
河
床

か
ら
”日
本
列
島
最
古
の
石”

が
発
見
さ

れ
、
「
上
麻
生
礫
岩
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
岩
石
は
約
二
〇
億
年
前

に
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
、
年
代
測
定
し

た
も
の
の
中
で
は
日
本
最
古
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

　
大
正
時
代
に
な
る
と
、
飛
騨
川
流
域
で
は
小
さ
な
発
電
施
設
が
設
置

さ
れ
始
め
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
本
格
的
な
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
七
宗
町
で
は
、
大
正
一
五
年
の
上
麻
生
発
電
所
の
営
業
開
始

を
発
端
に
流
域
開
発
が
進
み
ま
し
た
が
、
昭
和
六
二
年
竣
工
の
新
上
麻

生
発
電
所
が
最
後
の
建
設
と
な
り
ま
し
た
。

七
宗
町
に
お
け
る

　
　
　
水
力
発
電
の
歴
史

初
期
の
飛
騨
川
水
力
発
電

飛
騨
川
流
域
で
は
、
大
正
初
期
か
ら

各
地
の
集
落
に
小
さ
な
発
電
設
備
が
相

次
い
で
設
置
さ
れ
、
運
営
の
主
体
は
会

社
・
村
営
・
組
合
の
ほ
か
、
共
同
自
家

発
電
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
電

設
備
も
直
流
で
、
水
路
は
一
〇
〇
か
ら

二
〇
〇
ｍ
と
短
く
、
落
差
は
六
，
七
ｍ

程
度
の
小
規
模
な
も

の
で
し
た
。
そ
の
当

時
、
住
民
の
電
灯
へ

の
熱
意
は
大
き
く
、

取
水
の
土
留
・
水

路
・
水
槽
・
電
柱
な

ど
の
施
設
は
、
ほ
と

ん
ど
地
元
の
人
々
の

労
力
で
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
明

る
く
も
な
い
電
灯
が

各
戸
に
一
，
二
灯
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
灯

り
が
点
い
て
、
ま
た

ラ
ン
プ
の
よ
う
な
掃

除
も
不
要
な
た
め
、

電
灯
の
便
利
さ
に
は

み
な
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

飛
騨
川
水
系
に
お
け
る
水
力
発
電
の

始
ま
り
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年

六
月
で
、
小
坂
電
燈
が
小
坂
町
川
井
田

の
製
材
所
の
用
水
を
利
用
し
、
同
所
内

に
発
電
設
備
を
置
い
て
付
近
に
点
灯
し

た
の
が
最
初
で
し
た
。
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
三
月
に
大
渕
、
同
五
月
佐
見

川
、
ま
た
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
五

月
に
は
加
子
母
川
に
発
電
施
設
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

七
宗
町
で
は
、
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
に
上
麻
生
村
飯
高
に
加
陽
組
発

電
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
を
知

る
古
老
の
話
で
は
、
「
加
茂
郡
東
白
川

村
に
自
家
用
発
電
所
が
あ
り
、
こ
れ
を

モ
デ
ル
に
し
て
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
一
一
月
着
工
、
翌
年
四
月
に
完
成
し

た
。
発
電
構
造
は
、
敷
地
六
尺
平
方
，

高
さ
九
尺
の
木
造
瓦
葺
板
塀
で
あ
り
、

発
電
方
法
は
水
を
真
っ
す
ぐ
に
鉄
管
で

落
し
タ
ー
ビ
ン
を
廻
し
、
そ
の
シ
ャ
フ

ト
と
発
電
機
を
ベ
ル
ト
で
連
結
し
、
発

電
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
電
圧
は
何

程
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
三
〇
戸

全
戸
が
点
す
と
た
だ
薄
赤
い
灯
が
点
る

程
度
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で

す
。大

正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
な
る

と
、
川
並
字
平
に
も
祝
谷
発
電
所
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
平
の
歩
み
」

（
平
井
戸
文
雄
）
に
は
、
「
平
の
住
民

が
株
主
と
な
っ
て
、
電
線
施
設
工
事
な

ど
区
民
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
い
ち
早
く

完
成
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
二
（
一

九
二
三
）
年
に
至
っ
て
、
岐
阜
電
力
株

式
会
社
に
配
電
施
設
な
ど
を
譲
り
、
同

会
社
が
経
営
す
る
神
淵
川
発
電
所
よ

り
、
電
力
の
供
給
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
」
と
あ
り
、
祝
谷
発
電
所

は
、
岐
阜
電
力
株
式
会
社
に
譲
渡
さ
れ

た
時
点
で
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
く
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八

月
に
は
、
神
淵
川
の
水
力
に
よ
っ
て
出

力
一
六
〇
㎾
の
神
淵
川
発
電
所
が
上
麻

生
本
郷
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発

電
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
四

四
（
一
九
一
一
）
年
、
上
麻
生
村
の
井

戸
七
郎
兵
衛
，
神
淵
村
の
中
嶋
兵
左
衛

門
・
林
近
之
助
が
、
「
神
淵
川
ノ
水
力

ヲ
利
用
シ
発
電
所
ヲ
設
置
シ
電
気
事
業

経
営
仕
リ
度
水
利
使
用
ノ
儀
御
承
諾
被

下
度
此
段
御
願
申
上
候
」
と
上
麻
生
村

村
長
あ
て
に
申
請
書
を
提
出
し
て
お

り
、
建
設
計
画
が
明
治
末
期
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
許
可
が
お
り
た

の
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
で

し
た
。

神
淵
川
発
電
所
は
、
翌
一
〇
（
一
九

二
一
）
年
に
な
る
と
後
の
東
邦
電
力
に

譲
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
九
月
、
神
淵
村
に
資

本
金
一
〇
万
円
で
神
淵
川
水
力
電
気
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
会
社
は
電
力
を
佐
見
川
水
力
電
気
か

ら
買
い
受
け
て
、
大
正
一
四
（
一
九
二

五
）
年
四
月
よ
り
村
内
に
配
電
を
開
始

し
ま
し
た
。

上
麻
生
発
電
所
の
建
設

飛
騨
川
流
域
の
な
か
で
、
小
規
模
な

発
電
所
が
民
家
の
電
燈
を
灯
す
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
大
手

電
力
会
社
に
よ
る
本
格
的
な
電
源
開
発

の
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
白
川
町
河
岐
の
左

岸
よ
り
取
水
し
て
、
久
田
見
村
上
吉
田

（
現
八
百
津
町
）
を
経
て
、
上
米
田
村

下
吉
田
（
現
川
辺
町
）
で
発
電
す
る
計

画
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
計
画
は
変

更
さ
れ
、
取
水
口
を
右
岸
の
坂
之
東
村

高
瀬
（
現
白
川
町
）
に
し
て
水
路
を
短

縮
、
上
麻
生
村
上
度
会
に
て
発
電
す
る

こ
と
と
な
り
、
大
正
一
〇
（
一
九
二

一
）
年
一
一
月
に
申
請
、
同
一
二
（
一

九
二
三
）
年
六
月
に
許
可
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
測
計
画
に
基
づ
い
て

同
年
六
月
再
び
変
更
申
請
し
、
大
正
一

三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
に
許
可
を
得

て
着
工
し
ま
し
た
。
同
一
三
（
一
九
二

四
）
年
三
月
に
は
、
国
鉄
高
山
線
が
上

麻
生
駅
ま
で
開
通
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
諸
材
料
の
運
搬
が
極
め
て
容
易
と

な
っ
て
工
事
は
順
調
に
進
み
、
予
定
よ

り
一
年
四
ヶ
月
早
い
同
一
五
（
一
九
二

六
）
年
一
一
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

上
麻
生
ダ
ム
は
有
効
貯
水
量
二
四
万

㎥
で
、
右
岸
に
設
け
ら
れ
た
取
水
口
か

ら
、
延
長
約
六
．
二
㎞
の
導
水
に
流
入

し
ま
す
が
、
導
水
路
は
地
形
に
応
じ
て

開
渠
・
暗
渠
・
随
道
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
途
中
細
尾
谷
の
渓
流
に
も
調
整
池

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
圧
力
随
道
に

よ
っ
て
水
槽
に
導
水
さ
れ
、
三
条
の
水

圧
鉄
管
を
通
っ
て
水
車
に
よ
り
発
電

し
、
飛
騨
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
建
設

当
時
の
上
麻
生
ダ
ム
の
満
水
位
は
一
五

六
．
六
七
ｍ
で
し
た
が
、
上
流
の
放
水

位
が
一
五
七
．
九
ｍ
に
な
っ
た
の
で
、

一
ｍ
余
の
遊
休
落
差
（
余
剰
水
圧
）
が

生
じ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
上
麻
生
ダ

ム
の
可
動
堰
を
一
ｍ
嵩
上
げ
し
取
水

口
・
開
渠
な
ど
の
改
造
を
行
い
、
水
路

の
勾
配
を
大
き
く
し
て
流
速
を
速
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
初
計
画
の
最

大
使
用
水
量
毎
秒
五
五
．
六
㎥
か
ら
六

二
．
五
㎥
に
増
加
し
、
最
大
出
力
二
万

四
三
〇
〇
㎾
を
二
万
七
〇
〇
〇
㎾
に
変

更
し
ま
し
た
。

飛
騨
川
流
域
最
後
の

新
上
麻
生
発
電
所

戦
前
に
お
け
る
飛
騨
川
流
域
の
既
設

発
電
施
設
は
、
主
に
大
正
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
比
較
的
小
規
模
な
ダ
ム
水
路
式

施
設
で
し
た
。
戦
後
、
民
間
用
電
力

の
使
用
制
限
が
解
除
さ
れ
る
と
、
電

力
需
要
は
一
気
に
高
ま
る
と
と
も
に

深
刻
な
供
給
不
足
に
な
り
、
電
力
供

給
量
の
増
大
の
た
め
、
全
国
の
河
川

で
大
規
模
な
貯
水
池
を
有
す
る
発
電

所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
川
で
は
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
に
朝
日
発
電
所
（
朝
日
ダ
ム
・

秋
神
ダ
ム
）
、
同
四
四
（
一
九
六
九
）

年
に
高
根
第
一
発
電
所
（
高
根
第
一
ダ

ム
）
・
高
根
第
二
発
電
所
（
高
根
第
二

ダ
ム
）
な
ど
が
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
流
域
内
で
水
を
効
率
的
に

利
用
す
る
こ
と
で
発
電
量
を
増
や
す
総

合
開
発
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

新
上
麻
生
発
電
所
も
上
流
の
発
電
所

の
放
流
水
を
有
効
活
用
す
る
目
的
で
、

新
規
の
ダ
ム
を
持
た
な
い
発
電
所
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
上
麻
生
発
電
所

の
隣
に
計
画
さ
れ
、
昭
和
五
九
（
一
九

八
四
）
年
七
月
に
着
工
と
な
り
、
同
六

二
（
一
九
八
七
）
年
六
月
に
竣
工
・
運

転
を
開
始
し
ま
し
た
。
既
設
の
名
倉
ダ

ム
の
上
流
約
三
〇
〇
ｍ
地
点
の
左
岸

（
白
川
町
河
東
）
に
設
け
ら
れ
た
取
水

口
か
ら
、
最
大
毎
秒
八
〇
㎥
を
取
水
、

こ
こ
か
ら
延
長
一
万
九
〇
八
ｍ
を
内
径

五
．
三
ｍ
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
発
電
所

ま
で
導
水
し
て
、
八
八
．
五
ｍ
の
有
効

落
差
に
よ
り
、
最
大
出
力
六
万
一
四
〇

〇
㎾
の
発
電
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
に
使
用
し
た
水
は
、
飛
騨
川
の

下
を
横
断
し
て
、
延
長
一
五
五
五
ｍ
の

放
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
既
設
の
川

辺
ダ
ム
調
整
池
内
の
放
水
路
（
七
宗
町

川
並
）
に
放
水
さ
れ
ま
す
。

発
電
施
設
は
、
飛
騨
・
木
曽
川
国
定

公
園
区
域
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
、

水
路
は
地
下
方
式
が
採
用
さ
れ
、
地
上

構
築
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
、
発

電
所
本
体
も
周
囲
と
の
調
和
を
考
え
た

外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
飛
騨
川
流
域
に
存
在
す
る
水

力
発
電
所
は
二
三
箇
所
で
、
新
上
麻
生

発
電
所
を
最
後
に
新
規
の
建
設
や
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
飛
騨
川
流
域
の
包
蔵

水
力
（
水
力
発
電
源
と
し
て
開
発
可
能

な
河
川
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）
の
九
七
．

九
パ
ー
セ
ン
ト
が
開
発
さ
れ
た
と
さ

れ
、
飛
騨
川
流
域
の
総
合
開
発
は
所
定

の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
、
新
上
麻
生
発

電
所
の
運
転
開
始
を
も
っ
て
事
実
上
完

了
し
ま
し
た
。

■
参
考
文
献

『
七
宗
町
史 

通
史
編
』  

七
宗
町
　
平
成
五
年

『
飛
騨
川―

流
域
の
文
化
と
電
力―

』

中
部
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
五
四
年

加陽組発電所見取図
注『年輪』9号による。
出典：七宗町史（通史編）用水の流路

神淵川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ  

み

                  

か  

し  

も

地
域
の施

設

治
水・利
水



4

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

初
期
の
飛
騨
川
水
力
発
電

飛
騨
川
流
域
で
は
、
大
正
初
期
か
ら

各
地
の
集
落
に
小
さ
な
発
電
設
備
が
相

次
い
で
設
置
さ
れ
、
運
営
の
主
体
は
会

社
・
村
営
・
組
合
の
ほ
か
、
共
同
自
家

発
電
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
電

設
備
も
直
流
で
、
水
路
は
一
〇
〇
か
ら

二
〇
〇
ｍ
と
短
く
、
落
差
は
六
，
七
ｍ

程
度
の
小
規
模
な
も

の
で
し
た
。
そ
の
当

時
、
住
民
の
電
灯
へ

の
熱
意
は
大
き
く
、

取
水
の
土
留
・
水

路
・
水
槽
・
電
柱
な

ど
の
施
設
は
、
ほ
と

ん
ど
地
元
の
人
々
の

労
力
で
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
明

る
く
も
な
い
電
灯
が

各
戸
に
一
，
二
灯
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
灯

り
が
点
い
て
、
ま
た

ラ
ン
プ
の
よ
う
な
掃

除
も
不
要
な
た
め
、

電
灯
の
便
利
さ
に
は

み
な
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

飛
騨
川
水
系
に
お
け
る
水
力
発
電
の

始
ま
り
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年

六
月
で
、
小
坂
電
燈
が
小
坂
町
川
井
田

の
製
材
所
の
用
水
を
利
用
し
、
同
所
内

に
発
電
設
備
を
置
い
て
付
近
に
点
灯
し

た
の
が
最
初
で
し
た
。
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
三
月
に
大
渕
、
同
五
月
佐
見

川
、
ま
た
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
五

月
に
は
加
子
母
川
に
発
電
施
設
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

七
宗
町
で
は
、
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
に
上
麻
生
村
飯
高
に
加
陽
組
発

電
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
を
知

る
古
老
の
話
で
は
、
「
加
茂
郡
東
白
川

村
に
自
家
用
発
電
所
が
あ
り
、
こ
れ
を

モ
デ
ル
に
し
て
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
一
一
月
着
工
、
翌
年
四
月
に
完
成
し

た
。
発
電
構
造
は
、
敷
地
六
尺
平
方
，

高
さ
九
尺
の
木
造
瓦
葺
板
塀
で
あ
り
、

発
電
方
法
は
水
を
真
っ
す
ぐ
に
鉄
管
で

落
し
タ
ー
ビ
ン
を
廻
し
、
そ
の
シ
ャ
フ

ト
と
発
電
機
を
ベ
ル
ト
で
連
結
し
、
発

電
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
電
圧
は
何

程
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
三
〇
戸

全
戸
が
点
す
と
た
だ
薄
赤
い
灯
が
点
る

程
度
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で

す
。大

正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
な
る

と
、
川
並
字
平
に
も
祝
谷
発
電
所
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
平
の
歩
み
」

（
平
井
戸
文
雄
）
に
は
、
「
平
の
住
民

が
株
主
と
な
っ
て
、
電
線
施
設
工
事
な

ど
区
民
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
い
ち
早
く

完
成
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
二
（
一

九
二
三
）
年
に
至
っ
て
、
岐
阜
電
力
株

式
会
社
に
配
電
施
設
な
ど
を
譲
り
、
同

会
社
が
経
営
す
る
神
淵
川
発
電
所
よ

り
、
電
力
の
供
給
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
」
と
あ
り
、
祝
谷
発
電
所

は
、
岐
阜
電
力
株
式
会
社
に
譲
渡
さ
れ

た
時
点
で
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
く
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八

月
に
は
、
神
淵
川
の
水
力
に
よ
っ
て
出

力
一
六
〇
㎾
の
神
淵
川
発
電
所
が
上
麻

生
本
郷
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発

電
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
四

四
（
一
九
一
一
）
年
、
上
麻
生
村
の
井

戸
七
郎
兵
衛
，
神
淵
村
の
中
嶋
兵
左
衛

門
・
林
近
之
助
が
、
「
神
淵
川
ノ
水
力

ヲ
利
用
シ
発
電
所
ヲ
設
置
シ
電
気
事
業

経
営
仕
リ
度
水
利
使
用
ノ
儀
御
承
諾
被

下
度
此
段
御
願
申
上
候
」
と
上
麻
生
村

村
長
あ
て
に
申
請
書
を
提
出
し
て
お

り
、
建
設
計
画
が
明
治
末
期
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
許
可
が
お
り
た

の
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
で

し
た
。

神
淵
川
発
電
所
は
、
翌
一
〇
（
一
九

二
一
）
年
に
な
る
と
後
の
東
邦
電
力
に

譲
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
九
月
、
神
淵
村
に
資

本
金
一
〇
万
円
で
神
淵
川
水
力
電
気
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
会
社
は
電
力
を
佐
見
川
水
力
電
気
か

ら
買
い
受
け
て
、
大
正
一
四
（
一
九
二

五
）
年
四
月
よ
り
村
内
に
配
電
を
開
始

し
ま
し
た
。

上
麻
生
発
電
所
の
建
設

飛
騨
川
流
域
の
な
か
で
、
小
規
模
な

発
電
所
が
民
家
の
電
燈
を
灯
す
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
大
手

電
力
会
社
に
よ
る
本
格
的
な
電
源
開
発

の
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
白
川
町
河
岐
の
左

岸
よ
り
取
水
し
て
、
久
田
見
村
上
吉
田

（
現
八
百
津
町
）
を
経
て
、
上
米
田
村

下
吉
田
（
現
川
辺
町
）
で
発
電
す
る
計

画
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
計
画
は
変

更
さ
れ
、
取
水
口
を
右
岸
の
坂
之
東
村

高
瀬
（
現
白
川
町
）
に
し
て
水
路
を
短

縮
、
上
麻
生
村
上
度
会
に
て
発
電
す
る

こ
と
と
な
り
、
大
正
一
〇
（
一
九
二

一
）
年
一
一
月
に
申
請
、
同
一
二
（
一

九
二
三
）
年
六
月
に
許
可
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
測
計
画
に
基
づ
い
て

同
年
六
月
再
び
変
更
申
請
し
、
大
正
一

三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
に
許
可
を
得

て
着
工
し
ま
し
た
。
同
一
三
（
一
九
二

四
）
年
三
月
に
は
、
国
鉄
高
山
線
が
上

麻
生
駅
ま
で
開
通
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
諸
材
料
の
運
搬
が
極
め
て
容
易
と

な
っ
て
工
事
は
順
調
に
進
み
、
予
定
よ

り
一
年
四
ヶ
月
早
い
同
一
五
（
一
九
二

六
）
年
一
一
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

上
麻
生
ダ
ム
は
有
効
貯
水
量
二
四
万

㎥
で
、
右
岸
に
設
け
ら
れ
た
取
水
口
か

ら
、
延
長
約
六
．
二
㎞
の
導
水
に
流
入

し
ま
す
が
、
導
水
路
は
地
形
に
応
じ
て

開
渠
・
暗
渠
・
随
道
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
途
中
細
尾
谷
の
渓
流
に
も
調
整
池

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
圧
力
随
道
に

よ
っ
て
水
槽
に
導
水
さ
れ
、
三
条
の
水

圧
鉄
管
を
通
っ
て
水
車
に
よ
り
発
電

し
、
飛
騨
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
建
設

当
時
の
上
麻
生
ダ
ム
の
満
水
位
は
一
五

六
．
六
七
ｍ
で
し
た
が
、
上
流
の
放
水

位
が
一
五
七
．
九
ｍ
に
な
っ
た
の
で
、

一
ｍ
余
の
遊
休
落
差
（
余
剰
水
圧
）
が

生
じ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
上
麻
生
ダ

ム
の
可
動
堰
を
一
ｍ
嵩
上
げ
し
取
水

口
・
開
渠
な
ど
の
改
造
を
行
い
、
水
路

の
勾
配
を
大
き
く
し
て
流
速
を
速
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
初
計
画
の
最

大
使
用
水
量
毎
秒
五
五
．
六
㎥
か
ら
六

二
．
五
㎥
に
増
加
し
、
最
大
出
力
二
万

四
三
〇
〇
㎾
を
二
万
七
〇
〇
〇
㎾
に
変

更
し
ま
し
た
。

飛
騨
川
流
域
最
後
の

新
上
麻
生
発
電
所

戦
前
に
お
け
る
飛
騨
川
流
域
の
既
設

発
電
施
設
は
、
主
に
大
正
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
比
較
的
小
規
模
な
ダ
ム
水
路
式

施
設
で
し
た
。
戦
後
、
民
間
用
電
力

の
使
用
制
限
が
解
除
さ
れ
る
と
、
電

力
需
要
は
一
気
に
高
ま
る
と
と
も
に

深
刻
な
供
給
不
足
に
な
り
、
電
力
供

給
量
の
増
大
の
た
め
、
全
国
の
河
川

で
大
規
模
な
貯
水
池
を
有
す
る
発
電

所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
川
で
は
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
に
朝
日
発
電
所
（
朝
日
ダ
ム
・

秋
神
ダ
ム
）
、
同
四
四
（
一
九
六
九
）

年
に
高
根
第
一
発
電
所
（
高
根
第
一
ダ

ム
）
・
高
根
第
二
発
電
所
（
高
根
第
二

ダ
ム
）
な
ど
が
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
流
域
内
で
水
を
効
率
的
に

利
用
す
る
こ
と
で
発
電
量
を
増
や
す
総

合
開
発
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

新
上
麻
生
発
電
所
も
上
流
の
発
電
所

の
放
流
水
を
有
効
活
用
す
る
目
的
で
、

新
規
の
ダ
ム
を
持
た
な
い
発
電
所
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
上
麻
生
発
電
所

の
隣
に
計
画
さ
れ
、
昭
和
五
九
（
一
九

八
四
）
年
七
月
に
着
工
と
な
り
、
同
六

二
（
一
九
八
七
）
年
六
月
に
竣
工
・
運

転
を
開
始
し
ま
し
た
。
既
設
の
名
倉
ダ

ム
の
上
流
約
三
〇
〇
ｍ
地
点
の
左
岸

（
白
川
町
河
東
）
に
設
け
ら
れ
た
取
水

口
か
ら
、
最
大
毎
秒
八
〇
㎥
を
取
水
、

こ
こ
か
ら
延
長
一
万
九
〇
八
ｍ
を
内
径

五
．
三
ｍ
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
発
電
所

ま
で
導
水
し
て
、
八
八
．
五
ｍ
の
有
効

落
差
に
よ
り
、
最
大
出
力
六
万
一
四
〇

〇
㎾
の
発
電
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
に
使
用
し
た
水
は
、
飛
騨
川
の

下
を
横
断
し
て
、
延
長
一
五
五
五
ｍ
の

放
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
既
設
の
川

辺
ダ
ム
調
整
池
内
の
放
水
路
（
七
宗
町

川
並
）
に
放
水
さ
れ
ま
す
。

発
電
施
設
は
、
飛
騨
・
木
曽
川
国
定

公
園
区
域
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
、

水
路
は
地
下
方
式
が
採
用
さ
れ
、
地
上

構
築
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
、
発

電
所
本
体
も
周
囲
と
の
調
和
を
考
え
た

外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
飛
騨
川
流
域
に
存
在
す
る
水

力
発
電
所
は
二
三
箇
所
で
、
新
上
麻
生

発
電
所
を
最
後
に
新
規
の
建
設
や
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
飛
騨
川
流
域
の
包
蔵

水
力
（
水
力
発
電
源
と
し
て
開
発
可
能

な
河
川
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）
の
九
七
．

九
パ
ー
セ
ン
ト
が
開
発
さ
れ
た
と
さ

れ
、
飛
騨
川
流
域
の
総
合
開
発
は
所
定

の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
、
新
上
麻
生
発

電
所
の
運
転
開
始
を
も
っ
て
事
実
上
完

了
し
ま
し
た
。

■
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献

『
七
宗
町
史 

通
史
編
』  

七
宗
町
　
平
成
五
年

『
飛
騨
川―

流
域
の
文
化
と
電
力―

』

中
部
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
五
四
年

上麻生発電所

細尾谷ダム

上麻生ダム

新上麻生発電所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

わ
た
ら
い



5

歴
史
記
録

残
さ
れ
た
治
水
の
遺
構・猿
尾
堤

猿
尾
は
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
築
か
れ
た
堤
防
の
一
種
で

あ
り
、
本
堤
へ
の
洪
水
の
激
突
を
弱
め
る

た
め
に
建
造
さ
れ
た
水
制
施
設
で
す
。

「
猿
尾
」
は
中
部
地
域
に
限
定
さ
れ

た
呼
称
の
よ
う
に
記
述
し
た
著
書
も
あ

り
ま
す
が
、
岡
山
県
高
梁
市
の
高
梁
川

に
江
戸
中
期
に
造
ら
れ
た
船
着
き
場
の

堤
防
は
猿
尾
「
さ
ろ
う
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
山
武
市
松
尾

町
猿
尾
の
よ
う
に
、
地
名
も
各
地
に
見

ら
れ
ま
す
。

猿
尾
の
構
造
は
大
き
く
二
種
類
に
分

類
さ
れ
、
盛
土
の
表
面
を
石
礫
で
覆
う

も
の
と
、
沈
枠
の
前
後
に
蛇
籠
を
並
べ

て
、
土
ま
た
は
石
の
築
材
を
用
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
形
状
に
よ
る
分
類
で

は
、
流
水
の
流
勢
を
弱
め
る
杭
出
猿
尾

（
透
過
水
制
）
と
水
刎
を
主
目
的
と
す

る
猿
尾
（
不
透
過
水
制
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

木
曽
川
に
は
興
味
深
い
猿
尾
が
数
多

く
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
本
編
で
は
加

納
猿
尾
と
前
渡
猿
尾
に
触
れ
た
後
、
両

岸
に
お
け
る
猿
尾
建
設
に
伴
う
論
争
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
右
岸
の
猿
尾

（
一） 

加
納
猿
尾

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
初
代
加

納
藩
主
・
奥
平
信
昌
（
一
五
五
五
〜
一

六
一
五
）
が
、
羽
栗
・
中
島
両
郡
の
木

曽
川
筋
美
濃
側
に
小
堤
防
と
猿
尾
を
築

い
た
際
に
、
上
羽
粟
の
中
屋
村
（
各
務

原
市
上
中
屋
町
）
本
堤
防
前
の
沿
岸
に

長
さ
三
町
（
約
三
三
〇
ｍ
）
に
余
る
石

猿
尾
（
後
の
加
納
猿
尾
）
を
構
築
し
た

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
信
昌
の
孫
・
忠
隆
（
一
六

〇
八
〜
一
六
三
二
）
の
代
に
修
築
さ

れ
、
次
い
で
、
松
平
光
重
（
一
六
二
二

〜
一
六
六
八
）
が
同
地
に
大
猿
尾
を
築

き
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
猿
尾
は
加
納

猿
尾
（
別
名
加
納
小
堤
）
と
呼
称
さ
れ

ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
加
納
猿
尾

は
、
奥
平
信
昌
が
造
り
始
め
、
忠
隆
と

松
平
光
重
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
幕
末
・
明
治
期
の
加
納
猿
尾

図
１
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年

の
上
中
屋
村
の
普
請
絵
図
で
あ
り
、
上

流
側
の
松
本
村
（
各
務
原
市
松
本
町
）

境
と
下
流
側
の
大
佐
野
村
（
各
務
原
市

大
佐
野
町
）
境
に
お
い
て
破
損
し
た
堤

や
猿
尾
の
嵩
上
げ
を
、
上
中
屋
村
が
願

い
出
て
い
ま
し
た
。
同
絵
図
の
中
央
右

寄
り
の
「
二
重
猿
尾
」
は
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
（
図
２
）
よ
り
、
「
加
納
猿

尾
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
納
猿
尾
（
二
重
猿
尾
）
付
近
の
流

れ
は
、
平
水
時
に
は
流
水
が
左
岸
に
刎

ね
ら
れ
（
「
常
水
通
」
）
、
出
水
時
に

は
二
重
猿
尾
に
沿
っ
て
洪
水
が
流
下
し

（
「
出
水
之
節
通
」
）
、
右
岸
側
を

護
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
お
、
加
納
猿
尾
の
下
流
側
の
猿
尾

七
基
の
内
、
山
神
前
猿
尾
を
除
い
た
六

基
の
猿
尾
は
、
明
治
四
年
の
図
２
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月

に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
で
は
、
加
納
猿

尾
は
石
積
み
が
平
均
巾
一
〇
間
、
厚
さ

二
尺
の
延
長
で
、
八
間
半
（
一
五
．
五

ｍ
）
崩
れ
た
た
め
、
約
二
八
坪
（
約
一

七
〇
㎥
）
の
石
材
を
用
い
て
修
復
さ
れ

ま
し
た
。

②
大
正
・
昭
和
期
の
加
納
猿
尾

図
３
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
頃
に
製
作
さ
れ
た
『
木
曽
川
河
川
台

帳
平
面
図
第
５
号
』
の
加
納
猿
尾
を
現

在
の
地
図
に
重
ね
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
、
県
営
羽
島
用
水
取
水
口
が
、
加
納

猿
尾
始
端
部
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

取
水
口
が
犬
山
頭
首
工
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
旧
頭
首
工
は
昭
和
四
一
（
一
九

六
六
）
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
加
納
猿
尾
の
長
さ
は
、
建
設
初

期
に
一
八
〇
間
（
三
二
八
ｍ
）
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
絵
図
で
は
二
一

九
間
（
三
九
九
ｍ
）
、
大
正
一
一
（
一

九
二
二
）
年
頃
に
は
、
約
七
八
〇
ｍ

（
『
河
川
台
帳
』
よ
り
）
に
延
伸
し
て

い
ま
す
。

③
現
在
の
加
納
猿
尾

各
務
原
大
橋
が
、
平
成
二
五
（
二
〇

一
三
）
年
三
月
二
四
日
に
完
成
し
ま
し

た
。
加
納
猿
尾
は
、
こ
の
橋
の
真
下
か

ら
右
岸
側
に
沿
っ
て
「
各
務
原
市
勤
労

青
少
年
運
動
場
」
の
西
端
近
く
ま
で
伸

び
て
い
ま
す
。

現
在
、
加
納
猿
尾
の
堤
頂
は
猿
尾
始

端
部
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
簡
易
舗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
終

端
部
の
約
一
五
〇
ｍ
は
舗
装
が
さ
れ

ず
、
昔
日
の
加
納
猿
尾
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
二
） 

前
渡
猿
尾

①
建
設
経
緯

各
務
原
市
前
渡
は
、
天
正
一
四
（
一

五
八
七
）
年
の
河
道
変
動
以
前
の
古

木
曽
川
が
西
流
し
て
い
た
所
で
、
木

曽
川
の
激
流
が
押
し
寄
せ
る
場
所
で

し
た
。
前
渡
猿
尾
は
、
現
地
で
古
猿

尾
と
も
呼
ば
れ
、
人
柱
伝
説
も
存
在

し
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
教
育
委
員
会
は
猿
尾
の
建

設
年
代
に
つ
い
て
、
前
渡
で
の
最
初
の

国
役
普
請
が
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

に
行
わ
れ
、
次
の
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
の
国
役
普
請
で
「
弁
財
天
古
出

し
（
古
猿
尾
）
六
四
間
半
（
約
一
一
六

ｍ
）
」
の
先
端
部
に
五
二
間
継
ぎ
足
し

て
、
「
出
来
一
一
六
間
半
（
約
二
一
一

ｍ
）
」
の
猿
尾
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
古
猿
尾
」
が
造

ら
れ
た
の
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

の
最
初
の
国
役
普
請
の
時
で
あ
る
、
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
猿
尾
の
長
さ

さ
ら
に
同
委
員
会
に
よ
る
と
、
万
治

二
（
一
六
五
九
）
年
後
の
元
禄
一
七

（
一
七
〇
四
）
年
の
国
役
普
請
で
、
長

さ
三
〇
間
が
「
弁
財
天
百
間
猿
尾
繕
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ

の
次
の
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
の
国

役
普
請
で
は
、
上
記
の
「
弁
天
猿
尾
」

が
長
さ
八
〇
間
に
わ
た
っ
て
腹
付
け

（
法
面
補
強
）
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
よ
り
猿
尾
の
長
さ
は
、
寛
永
七

（
一
六
三
〇
）
年
の
建
設
当
初
は
不
明

で
す
が
、
三
〇
年
ほ
ど
経
た
万
治
二

（
一
六
五
九
）
年
の
国
役
普
請
直
前
に

六
四
間
半
（
一
一
七
ｍ
）
、
そ
の
直
後

に
一
一
六
間
半
（
二
一
一
ｍ
）
、
四
五

年
後
の
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
に

一
四
六
間
半
（
二
六
七
ｍ
）
、
と
順
次

伸
び
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
に
よ
る
と
、
長
さ
一
〇
〇
間

（
一
八
二
ｍ
）
で
あ
り
、
現
在
の
猿
尾

長
は
二
八
六
ｍ
（
一
五
七
間
）
で
す
。

つ
ま
り
、
度
々
の
破
損
で
継
足
し
と
修

理
が
再
三
行
わ
れ
、
前
渡
猿
尾
は
そ
の

都
度
長
さ
が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
の
猿
尾
で
も

同
様
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
．
右
岸
前
渡
と
左
岸
草
井
の
状
況

図
４
（
作
成
年
不
明
）
の
木
曽
川
右

岸
側
に
は
、
前
渡
村
か
ら
松
本
村
（
各

務
原
市
松
本
町
）
に
至
る
「
濃
州
堤
通

り
」
と
堤
内
地
側
の
二
つ
の
「
二
重

堤
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
左
岸

側
は
、
「
御
堤
通
り
」
（
お
囲
堤
）
に

接
続
し
た
二
基
の
「
大
猿
尾
（
千
間
猿

尾
）
」
か
ら
は
、
各
三
基
の
「
又
猿

尾
」
が
出
て
い
ま
す
。

出
水
時
の
濁
流
は
左
岸
の
草
井
村
の

千
間
猿
尾
で
刎
ね
ら
れ
、
右
岸
側
に
向

け
て
流
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
草
井

村
か
ら
右
岸
へ
向
か
う
流
れ
に
「
此
川

平
そ
石
河
原
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
河
原
に
は
、
前
渡
村
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
「
猪
子
猿
尾
」
が
設
置

さ
れ
、
川
中
の
土
地
は
右
岸
の
前
渡
村

と
下
切
村
の
流
作
場
で
し
た
。

三
．
木
曽
川
左
岸
の
猿
尾

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
築
か

れ
た
、
犬
山
市
か
ら
約
四
八
㎞
の
長
さ

の
御
囲
堤
の
た
め
、
扶
桑
町
の
岩
手
，

江
南
市
の
草
井
・
鹿
子
島
・
宮
田
，
一

宮
市
の
黒
岩
・
河
田
等
は
堤
外
地
と
な

り
ま
し
た
。
（
図
５
参
照
）

（一） 

草
井
の
大
猿
尾（
千
間
猿
尾
）

お
囲
堤
の
堤
外
地
と
な
っ
た
草
井
村

や
鹿
子
島
村
な
ど
の
村
々
を
守
っ
た
の

は
、
愛
岐
大
橋
上
流
側
の
「
草
井
の
千

図２　明治４（１８７１）年の絵図

間
猿
尾
」
，
愛
岐
大
橋
下
流
側
の
「
鹿

子
島
の
千
間
猿
尾
」
と
そ
の
下
流
側
の

「
宮
田
神
明
の
千
間
猿
尾
」
の
三
箇
所

で
す
。
こ
の
「
千
間
猿
尾
」
に
取
り
付

け
ら
れ
た
猿
尾
（
忠
平
猿
尾
等
）
に
よ

り
、
千
間
猿
尾
本
体
は
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

「
尾
張
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た

「
草
井
大
猿
尾
」
の
挿
絵
（
図
６
）

は
、
川
下
の
美
濃
側
よ
り
草
井
の
猿
尾

を
見
た
も
の
で
あ
り
、
手
前
よ
り
忠
平

猿
尾
，
権
重
郎
猿
尾
，
小
三
郎
猿
尾
が

先
端
を
見
せ
、
そ
の
向
う
に
千
間
猿
尾

が
続
い
て
い
ま
す
。

（
二
） 

鹿
子
島
村
と
忠
平
猿
尾

図
７
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
描
か
れ
た
原
図
を
書
き
写
し
た
も
の

で
す
が
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五

月
に
左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の

流
芯
が
、
右
岸
側
へ
変
化
し
た
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

鹿
子
島
村
（
江
南
市
鹿
子
島
町
）

は
、
「
鹿
子
島
千
間
猿
尾
」
が
築
か

れ
、
さ
ら
に
「
草
井
の
千
間
猿
尾
」
末

端
部
か
ら
延
び
た
長
さ
二
二
八
間
（
約

四
二
〇
ｍ
）
の
「
忠
平
猿
尾
」
と
「
鹿

子
島
千
間
猿
尾
」
か
ら
突
き
出
た
長
さ

一
八
〇
間
（
約
三
三
〇
ｍ
）
の
「
船
付

猿
尾
」
，
そ
の
下
流
側
に
あ
る
長
さ
一

二
四
間
（
約
二
三
〇
ｍ
）
の
「
三
ノ
猿

尾
」
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
三
） 

草
井
村
と
前
渡
村
の
争
い

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に
、

左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の
流
芯

が
右
岸
側
へ
変
化
し
た
た
め
に
、
川
向

こ
う
に
な
っ
た
鹿
子
島
村
持
ち
の
草
野

が
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
右
岸

側
の
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に

は
鹿
子
島
村
が
再
度
占
有
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
全

て
の
占
有
権
が
岐
阜
県
に
譲
渡
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
各
務
原
市
前
渡
と
対
岸
の

江
南
市
草
井
と
の
護
岸
施
設
建
設
を
巡

る
騒
動
を
概
観
し
ま
す
。

前
渡
と
そ
の
下
流
の
下
切
（
各
務
原

市
下
切
町
）
の
木
曽
川
右
岸
堤
防
は
、

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
翌
安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
の
連
続
し
た
出
水
に

よ
る
修
復
が
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
右
岸
側
の
復
旧
工
事
と
、
左
岸

尾
張
側
の
草
井
村
に
よ
る
「
新
規
猿

尾
」
建
設
に
よ
り
、
両
岸
に
お
け
る
論

争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

尾
張
側
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
春
に
美
濃
側
の
前
渡
村
が
北
方
代
官

所
に
無
届
け
で
二
箇
所
に
違
法
な
猪
子

（
図
４
参
照
）
を
造
り
、
そ
の
猪
子
に

よ
る
濁
流
が
草
井
村
の
千
間
猿
尾
を
侵

食
し
、
本
体
が
危
険
に
な
っ
た
た
め
、

本
堤
を
守
る
猿
尾
を
造
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

美
濃
側
と
尾
張
側
と
の
論
争
の
最

中
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に

起
こ
っ
た
洪
水
が
再
び
尾
張
側
に
多
大

な
被
害
を
与
え
、
鹿
子
島
の
「
新
規
猿

尾
」
（
忠
平
猿
尾
）
が
流
失
し
ま
し
た

が
、
翌
月
に
修
理
を
開
始
し
ま
し
た
。

猿
尾
修
理
に
関
し
て
、
尾
張
側
は
鹿

子
島
の
「
新
規
猿
尾
」
の
下
流
側
の
二

箇
所
の
猿
尾
（
船
付
猿
尾
，
三
ノ
猿

尾
）
の
取
り
払
い
に
対
し
て
、
前
渡
側

の
反
対
を
押
し
切
り
「
新
規
猿
尾
」
の

修
理
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
新
規
猿
尾
」
の
修
理
が

行
わ
れ
て
か
ら
三
年
後
の
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
の
書
類
に
、
鹿
子

島
の
猿
尾
を
「
長
間
の
猿
尾
」
と
し

て
お
り
、
忠
平
猿
尾
は
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
で
延
長
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
図
７
を
見
る
と
、
忠
平
猿
尾

の
長
さ
は
二
二
八
間
と
書
か
れ
、
原
図

の
貼
紙
下
の
図
に
は
一
五
八
間
と
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
安
政
四
（
一
八
五

七
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

ま
で
の
一
二
年
間
で
七
〇
間
（
約
一
三

〇
ｍ
）
延
長
し
て
お
り
、
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。四

．
お
わ
り
に

猿
尾
が
長
く
て
頑
丈
な
ほ
ど
、刎
ね

ら
れ
た
激
流
が
対
岸
を
襲
い
ま
し
た
。岸

沿
い
の
村
々
は
、対
岸
で
行
わ
れ
る
護
岸

工
事
に
目
を
光
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

『
加
納
町
史 

上
巻
』 

太
田
成
和 

昭
和
五
五
年

『
岐
阜
県
治
水
史 

上
巻
』岐
阜
県 

昭
和
五
六
年

『
く
さ
の
井
史
』

く
さ
の
井
編
纂
委
員
会
　
昭
和
五
四
年

『
江
南
市
史 

近
世
村
絵
図
編
』

江
南
市
　
平
成
六
年

『
川
島
町
史 

史
料
編
』
川
島
町 

昭
和
五
六
年

『
木
曽
川
附
各
務
郡
前
渡
よ
り
羽
栗
郡
中
野
村

迄
高
反
別
併
諸
事
書
上
帳
』　
明
治
四
年

『
明
治
二
四
年
以
降
震
災
工
事
に
関
す
る
綴
り

 

羽
栗・中
島
郡
役
所
』 

岐
阜
歴
史
資
料
館
蔵

『
前
戸
猿
尾
堤
第
三
調
査
区
発
掘
調
査
報
告
書
』

 

各
務
原
市
教
育
員
会
　
平
成一〇
年

図１　弘化２（１８４５）年の絵図（『木曽川通国役普請絵図⑪上中屋村』岐阜歴史資料館蔵）
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歴
史
記
録

猿
尾
は
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
築
か
れ
た
堤
防
の
一
種
で

あ
り
、
本
堤
へ
の
洪
水
の
激
突
を
弱
め
る

た
め
に
建
造
さ
れ
た
水
制
施
設
で
す
。

「
猿
尾
」
は
中
部
地
域
に
限
定
さ
れ

た
呼
称
の
よ
う
に
記
述
し
た
著
書
も
あ

り
ま
す
が
、
岡
山
県
高
梁
市
の
高
梁
川

に
江
戸
中
期
に
造
ら
れ
た
船
着
き
場
の

堤
防
は
猿
尾
「
さ
ろ
う
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
山
武
市
松
尾

町
猿
尾
の
よ
う
に
、
地
名
も
各
地
に
見

ら
れ
ま
す
。

猿
尾
の
構
造
は
大
き
く
二
種
類
に
分

類
さ
れ
、
盛
土
の
表
面
を
石
礫
で
覆
う

も
の
と
、
沈
枠
の
前
後
に
蛇
籠
を
並
べ

て
、
土
ま
た
は
石
の
築
材
を
用
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
形
状
に
よ
る
分
類
で

は
、
流
水
の
流
勢
を
弱
め
る
杭
出
猿
尾

（
透
過
水
制
）
と
水
刎
を
主
目
的
と
す

る
猿
尾
（
不
透
過
水
制
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

木
曽
川
に
は
興
味
深
い
猿
尾
が
数
多

く
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
本
編
で
は
加

納
猿
尾
と
前
渡
猿
尾
に
触
れ
た
後
、
両

岸
に
お
け
る
猿
尾
建
設
に
伴
う
論
争
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
右
岸
の
猿
尾

（
一） 

加
納
猿
尾

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
初
代
加

納
藩
主
・
奥
平
信
昌
（
一
五
五
五
〜
一

六
一
五
）
が
、
羽
栗
・
中
島
両
郡
の
木

曽
川
筋
美
濃
側
に
小
堤
防
と
猿
尾
を
築

い
た
際
に
、
上
羽
粟
の
中
屋
村
（
各
務

原
市
上
中
屋
町
）
本
堤
防
前
の
沿
岸
に

長
さ
三
町
（
約
三
三
〇
ｍ
）
に
余
る
石

猿
尾
（
後
の
加
納
猿
尾
）
を
構
築
し
た

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
信
昌
の
孫
・
忠
隆
（
一
六

〇
八
〜
一
六
三
二
）
の
代
に
修
築
さ

れ
、
次
い
で
、
松
平
光
重
（
一
六
二
二

〜
一
六
六
八
）
が
同
地
に
大
猿
尾
を
築

き
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
猿
尾
は
加
納

猿
尾
（
別
名
加
納
小
堤
）
と
呼
称
さ
れ

ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
加
納
猿
尾

は
、
奥
平
信
昌
が
造
り
始
め
、
忠
隆
と

松
平
光
重
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
幕
末
・
明
治
期
の
加
納
猿
尾

図
１
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年

の
上
中
屋
村
の
普
請
絵
図
で
あ
り
、
上

流
側
の
松
本
村
（
各
務
原
市
松
本
町
）

境
と
下
流
側
の
大
佐
野
村
（
各
務
原
市

大
佐
野
町
）
境
に
お
い
て
破
損
し
た
堤

や
猿
尾
の
嵩
上
げ
を
、
上
中
屋
村
が
願

い
出
て
い
ま
し
た
。
同
絵
図
の
中
央
右

寄
り
の
「
二
重
猿
尾
」
は
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
（
図
２
）
よ
り
、
「
加
納
猿

尾
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
納
猿
尾
（
二
重
猿
尾
）
付
近
の
流

れ
は
、
平
水
時
に
は
流
水
が
左
岸
に
刎

ね
ら
れ
（
「
常
水
通
」
）
、
出
水
時
に

は
二
重
猿
尾
に
沿
っ
て
洪
水
が
流
下
し

（
「
出
水
之
節
通
」
）
、
右
岸
側
を

護
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
お
、
加
納
猿
尾
の
下
流
側
の
猿
尾

七
基
の
内
、
山
神
前
猿
尾
を
除
い
た
六

基
の
猿
尾
は
、
明
治
四
年
の
図
２
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月

に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
で
は
、
加
納
猿

尾
は
石
積
み
が
平
均
巾
一
〇
間
、
厚
さ

二
尺
の
延
長
で
、
八
間
半
（
一
五
．
五

ｍ
）
崩
れ
た
た
め
、
約
二
八
坪
（
約
一

七
〇
㎥
）
の
石
材
を
用
い
て
修
復
さ
れ

ま
し
た
。

②
大
正
・
昭
和
期
の
加
納
猿
尾

図
３
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
頃
に
製
作
さ
れ
た
『
木
曽
川
河
川
台

帳
平
面
図
第
５
号
』
の
加
納
猿
尾
を
現

在
の
地
図
に
重
ね
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
、
県
営
羽
島
用
水
取
水
口
が
、
加
納

猿
尾
始
端
部
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

取
水
口
が
犬
山
頭
首
工
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
旧
頭
首
工
は
昭
和
四
一
（
一
九

六
六
）
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
加
納
猿
尾
の
長
さ
は
、
建
設
初

期
に
一
八
〇
間
（
三
二
八
ｍ
）
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
絵
図
で
は
二
一

九
間
（
三
九
九
ｍ
）
、
大
正
一
一
（
一

九
二
二
）
年
頃
に
は
、
約
七
八
〇
ｍ

（
『
河
川
台
帳
』
よ
り
）
に
延
伸
し
て

い
ま
す
。

③
現
在
の
加
納
猿
尾

各
務
原
大
橋
が
、
平
成
二
五
（
二
〇

一
三
）
年
三
月
二
四
日
に
完
成
し
ま
し

た
。
加
納
猿
尾
は
、
こ
の
橋
の
真
下
か

ら
右
岸
側
に
沿
っ
て
「
各
務
原
市
勤
労

青
少
年
運
動
場
」
の
西
端
近
く
ま
で
伸

び
て
い
ま
す
。

現
在
、
加
納
猿
尾
の
堤
頂
は
猿
尾
始

端
部
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
簡
易
舗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
終

端
部
の
約
一
五
〇
ｍ
は
舗
装
が
さ
れ

ず
、
昔
日
の
加
納
猿
尾
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
二
） 

前
渡
猿
尾

①
建
設
経
緯

各
務
原
市
前
渡
は
、
天
正
一
四
（
一

五
八
七
）
年
の
河
道
変
動
以
前
の
古

木
曽
川
が
西
流
し
て
い
た
所
で
、
木

曽
川
の
激
流
が
押
し
寄
せ
る
場
所
で

し
た
。
前
渡
猿
尾
は
、
現
地
で
古
猿

尾
と
も
呼
ば
れ
、
人
柱
伝
説
も
存
在

し
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
教
育
委
員
会
は
猿
尾
の
建

設
年
代
に
つ
い
て
、
前
渡
で
の
最
初
の

国
役
普
請
が
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

に
行
わ
れ
、
次
の
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
の
国
役
普
請
で
「
弁
財
天
古
出

し
（
古
猿
尾
）
六
四
間
半
（
約
一
一
六

ｍ
）
」
の
先
端
部
に
五
二
間
継
ぎ
足
し

て
、
「
出
来
一
一
六
間
半
（
約
二
一
一

ｍ
）
」
の
猿
尾
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
古
猿
尾
」
が
造

ら
れ
た
の
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

の
最
初
の
国
役
普
請
の
時
で
あ
る
、
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
猿
尾
の
長
さ

さ
ら
に
同
委
員
会
に
よ
る
と
、
万
治

二
（
一
六
五
九
）
年
後
の
元
禄
一
七

（
一
七
〇
四
）
年
の
国
役
普
請
で
、
長

さ
三
〇
間
が
「
弁
財
天
百
間
猿
尾
繕
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ

の
次
の
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
の
国

役
普
請
で
は
、
上
記
の
「
弁
天
猿
尾
」

が
長
さ
八
〇
間
に
わ
た
っ
て
腹
付
け

（
法
面
補
強
）
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
よ
り
猿
尾
の
長
さ
は
、
寛
永
七

（
一
六
三
〇
）
年
の
建
設
当
初
は
不
明

で
す
が
、
三
〇
年
ほ
ど
経
た
万
治
二

（
一
六
五
九
）
年
の
国
役
普
請
直
前
に

六
四
間
半
（
一
一
七
ｍ
）
、
そ
の
直
後

に
一
一
六
間
半
（
二
一
一
ｍ
）
、
四
五

年
後
の
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
に

一
四
六
間
半
（
二
六
七
ｍ
）
、
と
順
次

伸
び
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
に
よ
る
と
、
長
さ
一
〇
〇
間

（
一
八
二
ｍ
）
で
あ
り
、
現
在
の
猿
尾

長
は
二
八
六
ｍ
（
一
五
七
間
）
で
す
。

つ
ま
り
、
度
々
の
破
損
で
継
足
し
と
修

理
が
再
三
行
わ
れ
、
前
渡
猿
尾
は
そ
の

都
度
長
さ
が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
の
猿
尾
で
も

同
様
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
．
右
岸
前
渡
と
左
岸
草
井
の
状
況

図
４
（
作
成
年
不
明
）
の
木
曽
川
右

岸
側
に
は
、
前
渡
村
か
ら
松
本
村
（
各

務
原
市
松
本
町
）
に
至
る
「
濃
州
堤
通

り
」
と
堤
内
地
側
の
二
つ
の
「
二
重

堤
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
左
岸

側
は
、
「
御
堤
通
り
」
（
お
囲
堤
）
に

接
続
し
た
二
基
の
「
大
猿
尾
（
千
間
猿

尾
）
」
か
ら
は
、
各
三
基
の
「
又
猿

尾
」
が
出
て
い
ま
す
。

出
水
時
の
濁
流
は
左
岸
の
草
井
村
の

千
間
猿
尾
で
刎
ね
ら
れ
、
右
岸
側
に
向

け
て
流
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
草
井

村
か
ら
右
岸
へ
向
か
う
流
れ
に
「
此
川

平
そ
石
河
原
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
河
原
に
は
、
前
渡
村
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
「
猪
子
猿
尾
」
が
設
置

さ
れ
、
川
中
の
土
地
は
右
岸
の
前
渡
村

と
下
切
村
の
流
作
場
で
し
た
。

三
．
木
曽
川
左
岸
の
猿
尾

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
築
か

れ
た
、
犬
山
市
か
ら
約
四
八
㎞
の
長
さ

の
御
囲
堤
の
た
め
、
扶
桑
町
の
岩
手
，

江
南
市
の
草
井
・
鹿
子
島
・
宮
田
，
一

宮
市
の
黒
岩
・
河
田
等
は
堤
外
地
と
な

り
ま
し
た
。
（
図
５
参
照
）

（一） 

草
井
の
大
猿
尾（
千
間
猿
尾
）

お
囲
堤
の
堤
外
地
と
な
っ
た
草
井
村

や
鹿
子
島
村
な
ど
の
村
々
を
守
っ
た
の

は
、
愛
岐
大
橋
上
流
側
の
「
草
井
の
千

間
猿
尾
」
，
愛
岐
大
橋
下
流
側
の
「
鹿

子
島
の
千
間
猿
尾
」
と
そ
の
下
流
側
の

「
宮
田
神
明
の
千
間
猿
尾
」
の
三
箇
所

で
す
。
こ
の
「
千
間
猿
尾
」
に
取
り
付

け
ら
れ
た
猿
尾
（
忠
平
猿
尾
等
）
に
よ

り
、
千
間
猿
尾
本
体
は
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

「
尾
張
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た

「
草
井
大
猿
尾
」
の
挿
絵
（
図
６
）

は
、
川
下
の
美
濃
側
よ
り
草
井
の
猿
尾

を
見
た
も
の
で
あ
り
、
手
前
よ
り
忠
平

猿
尾
，
権
重
郎
猿
尾
，
小
三
郎
猿
尾
が

先
端
を
見
せ
、
そ
の
向
う
に
千
間
猿
尾

が
続
い
て
い
ま
す
。

（
二
） 

鹿
子
島
村
と
忠
平
猿
尾

図
７
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
描
か
れ
た
原
図
を
書
き
写
し
た
も
の

で
す
が
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五

月
に
左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の

流
芯
が
、
右
岸
側
へ
変
化
し
た
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

鹿
子
島
村
（
江
南
市
鹿
子
島
町
）

は
、
「
鹿
子
島
千
間
猿
尾
」
が
築
か

れ
、
さ
ら
に
「
草
井
の
千
間
猿
尾
」
末

端
部
か
ら
延
び
た
長
さ
二
二
八
間
（
約

四
二
〇
ｍ
）
の
「
忠
平
猿
尾
」
と
「
鹿

子
島
千
間
猿
尾
」
か
ら
突
き
出
た
長
さ

一
八
〇
間
（
約
三
三
〇
ｍ
）
の
「
船
付

猿
尾
」
，
そ
の
下
流
側
に
あ
る
長
さ
一

二
四
間
（
約
二
三
〇
ｍ
）
の
「
三
ノ
猿

尾
」
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
三
） 

草
井
村
と
前
渡
村
の
争
い

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に
、

左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の
流
芯

が
右
岸
側
へ
変
化
し
た
た
め
に
、
川
向

こ
う
に
な
っ
た
鹿
子
島
村
持
ち
の
草
野

が
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
右
岸

側
の
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に

は
鹿
子
島
村
が
再
度
占
有
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
全

て
の
占
有
権
が
岐
阜
県
に
譲
渡
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
各
務
原
市
前
渡
と
対
岸
の

江
南
市
草
井
と
の
護
岸
施
設
建
設
を
巡

る
騒
動
を
概
観
し
ま
す
。

前
渡
と
そ
の
下
流
の
下
切
（
各
務
原

市
下
切
町
）
の
木
曽
川
右
岸
堤
防
は
、

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
翌
安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
の
連
続
し
た
出
水
に

よ
る
修
復
が
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
右
岸
側
の
復
旧
工
事
と
、
左
岸

尾
張
側
の
草
井
村
に
よ
る
「
新
規
猿

尾
」
建
設
に
よ
り
、
両
岸
に
お
け
る
論

争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

尾
張
側
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
春
に
美
濃
側
の
前
渡
村
が
北
方
代
官

所
に
無
届
け
で
二
箇
所
に
違
法
な
猪
子

（
図
４
参
照
）
を
造
り
、
そ
の
猪
子
に

よ
る
濁
流
が
草
井
村
の
千
間
猿
尾
を
侵

食
し
、
本
体
が
危
険
に
な
っ
た
た
め
、

本
堤
を
守
る
猿
尾
を
造
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

美
濃
側
と
尾
張
側
と
の
論
争
の
最

中
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に

起
こ
っ
た
洪
水
が
再
び
尾
張
側
に
多
大

な
被
害
を
与
え
、
鹿
子
島
の
「
新
規
猿

尾
」
（
忠
平
猿
尾
）
が
流
失
し
ま
し
た

が
、
翌
月
に
修
理
を
開
始
し
ま
し
た
。

猿
尾
修
理
に
関
し
て
、
尾
張
側
は
鹿

子
島
の
「
新
規
猿
尾
」
の
下
流
側
の
二

箇
所
の
猿
尾
（
船
付
猿
尾
，
三
ノ
猿

尾
）
の
取
り
払
い
に
対
し
て
、
前
渡
側

の
反
対
を
押
し
切
り
「
新
規
猿
尾
」
の

修
理
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
新
規
猿
尾
」
の
修
理
が

行
わ
れ
て
か
ら
三
年
後
の
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
の
書
類
に
、
鹿
子

島
の
猿
尾
を
「
長
間
の
猿
尾
」
と
し

て
お
り
、
忠
平
猿
尾
は
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
で
延
長
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
図
７
を
見
る
と
、
忠
平
猿
尾

の
長
さ
は
二
二
八
間
と
書
か
れ
、
原
図

の
貼
紙
下
の
図
に
は
一
五
八
間
と
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
安
政
四
（
一
八
五

七
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

ま
で
の
一
二
年
間
で
七
〇
間
（
約
一
三

〇
ｍ
）
延
長
し
て
お
り
、
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。四

．
お
わ
り
に

猿
尾
が
長
く
て
頑
丈
な
ほ
ど
、刎
ね

ら
れ
た
激
流
が
対
岸
を
襲
い
ま
し
た
。岸

沿
い
の
村
々
は
、対
岸
で
行
わ
れ
る
護
岸

工
事
に
目
を
光
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

『
加
納
町
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上
巻
』 

太
田
成
和 

昭
和
五
五
年
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岐
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県
治
水
史 

上
巻
』岐
阜
県 

昭
和
五
六
年

『
く
さ
の
井
史
』

く
さ
の
井
編
纂
委
員
会
　
昭
和
五
四
年

『
江
南
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近
世
村
絵
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編
』

江
南
市
　
平
成
六
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『
川
島
町
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料
編
』
川
島
町 

昭
和
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六
年

『
木
曽
川
附
各
務
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渡
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迄
高
反
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併
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明
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史
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歴
史
記
録

猿
尾
は
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
築
か
れ
た
堤
防
の
一
種
で

あ
り
、
本
堤
へ
の
洪
水
の
激
突
を
弱
め
る

た
め
に
建
造
さ
れ
た
水
制
施
設
で
す
。

「
猿
尾
」
は
中
部
地
域
に
限
定
さ
れ

た
呼
称
の
よ
う
に
記
述
し
た
著
書
も
あ

り
ま
す
が
、
岡
山
県
高
梁
市
の
高
梁
川

に
江
戸
中
期
に
造
ら
れ
た
船
着
き
場
の

堤
防
は
猿
尾
「
さ
ろ
う
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
山
武
市
松
尾

町
猿
尾
の
よ
う
に
、
地
名
も
各
地
に
見

ら
れ
ま
す
。

猿
尾
の
構
造
は
大
き
く
二
種
類
に
分

類
さ
れ
、
盛
土
の
表
面
を
石
礫
で
覆
う

も
の
と
、
沈
枠
の
前
後
に
蛇
籠
を
並
べ

て
、
土
ま
た
は
石
の
築
材
を
用
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
形
状
に
よ
る
分
類
で

は
、
流
水
の
流
勢
を
弱
め
る
杭
出
猿
尾

（
透
過
水
制
）
と
水
刎
を
主
目
的
と
す

る
猿
尾
（
不
透
過
水
制
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

木
曽
川
に
は
興
味
深
い
猿
尾
が
数
多

く
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
本
編
で
は
加

納
猿
尾
と
前
渡
猿
尾
に
触
れ
た
後
、
両

岸
に
お
け
る
猿
尾
建
設
に
伴
う
論
争
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
右
岸
の
猿
尾

（
一） 

加
納
猿
尾

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
初
代
加

納
藩
主
・
奥
平
信
昌
（
一
五
五
五
〜
一

六
一
五
）
が
、
羽
栗
・
中
島
両
郡
の
木

曽
川
筋
美
濃
側
に
小
堤
防
と
猿
尾
を
築

い
た
際
に
、
上
羽
粟
の
中
屋
村
（
各
務

原
市
上
中
屋
町
）
本
堤
防
前
の
沿
岸
に

長
さ
三
町
（
約
三
三
〇
ｍ
）
に
余
る
石

猿
尾
（
後
の
加
納
猿
尾
）
を
構
築
し
た

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
信
昌
の
孫
・
忠
隆
（
一
六

〇
八
〜
一
六
三
二
）
の
代
に
修
築
さ

れ
、
次
い
で
、
松
平
光
重
（
一
六
二
二

〜
一
六
六
八
）
が
同
地
に
大
猿
尾
を
築

き
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
猿
尾
は
加
納

猿
尾
（
別
名
加
納
小
堤
）
と
呼
称
さ
れ

ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
加
納
猿
尾

は
、
奥
平
信
昌
が
造
り
始
め
、
忠
隆
と

松
平
光
重
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
幕
末
・
明
治
期
の
加
納
猿
尾

図
１
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年

の
上
中
屋
村
の
普
請
絵
図
で
あ
り
、
上

流
側
の
松
本
村
（
各
務
原
市
松
本
町
）

境
と
下
流
側
の
大
佐
野
村
（
各
務
原
市

大
佐
野
町
）
境
に
お
い
て
破
損
し
た
堤

や
猿
尾
の
嵩
上
げ
を
、
上
中
屋
村
が
願

い
出
て
い
ま
し
た
。
同
絵
図
の
中
央
右

寄
り
の
「
二
重
猿
尾
」
は
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
（
図
２
）
よ
り
、
「
加
納
猿

尾
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
納
猿
尾
（
二
重
猿
尾
）
付
近
の
流

れ
は
、
平
水
時
に
は
流
水
が
左
岸
に
刎

ね
ら
れ
（
「
常
水
通
」
）
、
出
水
時
に

は
二
重
猿
尾
に
沿
っ
て
洪
水
が
流
下
し

（
「
出
水
之
節
通
」
）
、
右
岸
側
を

護
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
お
、
加
納
猿
尾
の
下
流
側
の
猿
尾

七
基
の
内
、
山
神
前
猿
尾
を
除
い
た
六

基
の
猿
尾
は
、
明
治
四
年
の
図
２
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月

に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
で
は
、
加
納
猿

尾
は
石
積
み
が
平
均
巾
一
〇
間
、
厚
さ

二
尺
の
延
長
で
、
八
間
半
（
一
五
．
五

ｍ
）
崩
れ
た
た
め
、
約
二
八
坪
（
約
一

七
〇
㎥
）
の
石
材
を
用
い
て
修
復
さ
れ

ま
し
た
。

②
大
正
・
昭
和
期
の
加
納
猿
尾

図
３
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
頃
に
製
作
さ
れ
た
『
木
曽
川
河
川
台

帳
平
面
図
第
５
号
』
の
加
納
猿
尾
を
現

在
の
地
図
に
重
ね
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
、
県
営
羽
島
用
水
取
水
口
が
、
加
納

猿
尾
始
端
部
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

取
水
口
が
犬
山
頭
首
工
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
旧
頭
首
工
は
昭
和
四
一
（
一
九

六
六
）
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
加
納
猿
尾
の
長
さ
は
、
建
設
初

期
に
一
八
〇
間
（
三
二
八
ｍ
）
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
絵
図
で
は
二
一

九
間
（
三
九
九
ｍ
）
、
大
正
一
一
（
一

九
二
二
）
年
頃
に
は
、
約
七
八
〇
ｍ

（
『
河
川
台
帳
』
よ
り
）
に
延
伸
し
て

い
ま
す
。

③
現
在
の
加
納
猿
尾

各
務
原
大
橋
が
、
平
成
二
五
（
二
〇

一
三
）
年
三
月
二
四
日
に
完
成
し
ま
し

た
。
加
納
猿
尾
は
、
こ
の
橋
の
真
下
か

ら
右
岸
側
に
沿
っ
て
「
各
務
原
市
勤
労

青
少
年
運
動
場
」
の
西
端
近
く
ま
で
伸

び
て
い
ま
す
。

現
在
、
加
納
猿
尾
の
堤
頂
は
猿
尾
始

端
部
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
簡
易
舗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
終

端
部
の
約
一
五
〇
ｍ
は
舗
装
が
さ
れ

ず
、
昔
日
の
加
納
猿
尾
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
二
） 

前
渡
猿
尾

①
建
設
経
緯

各
務
原
市
前
渡
は
、
天
正
一
四
（
一

五
八
七
）
年
の
河
道
変
動
以
前
の
古

木
曽
川
が
西
流
し
て
い
た
所
で
、
木

曽
川
の
激
流
が
押
し
寄
せ
る
場
所
で

し
た
。
前
渡
猿
尾
は
、
現
地
で
古
猿

尾
と
も
呼
ば
れ
、
人
柱
伝
説
も
存
在

し
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
教
育
委
員
会
は
猿
尾
の
建

設
年
代
に
つ
い
て
、
前
渡
で
の
最
初
の

国
役
普
請
が
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

に
行
わ
れ
、
次
の
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
の
国
役
普
請
で
「
弁
財
天
古
出

し
（
古
猿
尾
）
六
四
間
半
（
約
一
一
六

ｍ
）
」
の
先
端
部
に
五
二
間
継
ぎ
足
し

て
、
「
出
来
一
一
六
間
半
（
約
二
一
一

ｍ
）
」
の
猿
尾
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
古
猿
尾
」
が
造

ら
れ
た
の
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

の
最
初
の
国
役
普
請
の
時
で
あ
る
、
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
猿
尾
の
長
さ

さ
ら
に
同
委
員
会
に
よ
る
と
、
万
治

二
（
一
六
五
九
）
年
後
の
元
禄
一
七

（
一
七
〇
四
）
年
の
国
役
普
請
で
、
長

さ
三
〇
間
が
「
弁
財
天
百
間
猿
尾
繕
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ

の
次
の
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
の
国

役
普
請
で
は
、
上
記
の
「
弁
天
猿
尾
」

が
長
さ
八
〇
間
に
わ
た
っ
て
腹
付
け

（
法
面
補
強
）
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
よ
り
猿
尾
の
長
さ
は
、
寛
永
七

（
一
六
三
〇
）
年
の
建
設
当
初
は
不
明

で
す
が
、
三
〇
年
ほ
ど
経
た
万
治
二

（
一
六
五
九
）
年
の
国
役
普
請
直
前
に

六
四
間
半
（
一
一
七
ｍ
）
、
そ
の
直
後

に
一
一
六
間
半
（
二
一
一
ｍ
）
、
四
五

年
後
の
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
に

一
四
六
間
半
（
二
六
七
ｍ
）
、
と
順
次

伸
び
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
に
よ
る
と
、
長
さ
一
〇
〇
間

（
一
八
二
ｍ
）
で
あ
り
、
現
在
の
猿
尾

長
は
二
八
六
ｍ
（
一
五
七
間
）
で
す
。

つ
ま
り
、
度
々
の
破
損
で
継
足
し
と
修

理
が
再
三
行
わ
れ
、
前
渡
猿
尾
は
そ
の

都
度
長
さ
が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
の
猿
尾
で
も

同
様
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
．
右
岸
前
渡
と
左
岸
草
井
の
状
況

図
４
（
作
成
年
不
明
）
の
木
曽
川
右

岸
側
に
は
、
前
渡
村
か
ら
松
本
村
（
各

務
原
市
松
本
町
）
に
至
る
「
濃
州
堤
通

り
」
と
堤
内
地
側
の
二
つ
の
「
二
重

堤
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
左
岸

側
は
、
「
御
堤
通
り
」
（
お
囲
堤
）
に

接
続
し
た
二
基
の
「
大
猿
尾
（
千
間
猿

尾
）
」
か
ら
は
、
各
三
基
の
「
又
猿

尾
」
が
出
て
い
ま
す
。

出
水
時
の
濁
流
は
左
岸
の
草
井
村
の

千
間
猿
尾
で
刎
ね
ら
れ
、
右
岸
側
に
向

け
て
流
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
草
井

村
か
ら
右
岸
へ
向
か
う
流
れ
に
「
此
川

平
そ
石
河
原
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
河
原
に
は
、
前
渡
村
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
「
猪
子
猿
尾
」
が
設
置

さ
れ
、
川
中
の
土
地
は
右
岸
の
前
渡
村

と
下
切
村
の
流
作
場
で
し
た
。

三
．
木
曽
川
左
岸
の
猿
尾

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
築
か

れ
た
、
犬
山
市
か
ら
約
四
八
㎞
の
長
さ

の
御
囲
堤
の
た
め
、
扶
桑
町
の
岩
手
，

江
南
市
の
草
井
・
鹿
子
島
・
宮
田
，
一

宮
市
の
黒
岩
・
河
田
等
は
堤
外
地
と
な

り
ま
し
た
。
（
図
５
参
照
）

（一） 

草
井
の
大
猿
尾（
千
間
猿
尾
）

お
囲
堤
の
堤
外
地
と
な
っ
た
草
井
村

や
鹿
子
島
村
な
ど
の
村
々
を
守
っ
た
の

は
、
愛
岐
大
橋
上
流
側
の
「
草
井
の
千

日
本
で
も
有
数
の
大
河
川
を
擁
す

る
濃
尾
平
野
の
下
流
域
は
「
輪
中
」

が
展
開
す
る
水
郷
地
帯
で
、
全
国
的

に
も
名
声
を
馳
せ
た
蔬
菜
生
産
等
水

の
恩
恵
を
う
け
る
一
方
で
、
洪
水
を

被
る
等
水
と
の
闘
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
田
畑
へ
の

引
水
は
用
水
が
殆
ど
で
あ
り
、
尾
張

西
部
地
域
に
お
い
て
は
宮
田
杁
で
取

水
す
る
宮
田
用
水
は
大
動
脈
と
し
て

多
く
の
村
々
の
田
畑
を
潤
し
た
。

一
方
、
こ
の
地
域
は
低
地
ゆ
え
、

溜
ま
っ
た
水
を
如
何
に
排
水
す
る
か

と
い
う
の
が
重
要
な
課
題
で
、
各
地

に
杁
を
設
け
排
水
に
供
し
た
。

「
い
り
」
と
い
う
の
は
、
通
常

「
圦
」
と
い
う
字
を
用
い
、
一
艘
、

二
艘…

と
い
っ
た
よ
う
に
数
え
た

が
、
尾
張
藩
で
は
「
杁
」
と
い
う
字

を
用
い
、
一
腹
、
二
腹…

と
い
っ
た

よ
う
に
数
え
て
い
た
。
享
保
五
（
一

七
二
〇
）
年
十
一
月
の
法
令
に
お
い

て
、
一
時
期
尾
張
藩
に
お
い
て
も
他

国
に
な
ら
っ
て
、
「
圦
」
の
字
を
用

い
、
一
艘
、
二
艘…

と
い
う
よ
う
に

数
え
る
よ
う
に
布
達
し
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
元
の
「
杁
」
の
字
に
戻
し
、

従
前
の
通
り
と
な
っ
た
。

杁
は
、
そ
の
設
置
状
況
や
用
途
や

構
造
等
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
藩
＝
公
儀
が
費
用
を

支
出
し
て
設
置
さ
れ
た
杁
を
「
公
儀

杁
」
、
知
行
を
有
す
る
給
人
が
設
置

し
た
杁
を
「
給
人
杁
」
と
称
す
る
。

用
途
で
分
類
す
る
と
、
用
水
の
た

め
に
設
置
す
る
懸
杁
や
排
水
の
た
め

に
設
置
す
る
捨
杁
と
い
う
よ
う
に
、

そ
し
て
構
造
で
分
類
す
る
と
、
桶

杁
、
箱
杁
等
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
。

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、

海
東
郡
勝
幡
村
に
は
大
小
の
桶
杁
が

十
八
、
指
杁
一
が
あ
っ
た
と
い
う
。

前
段
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
今

回
紹
介
す
る
資
料
は
弥
富
市
歴
史
民

俗
資
料
館
蔵
の
杁
の
図
面
二
点
（
図

一
・
図
二
）
で
あ
る
。
文
字
部
分
を

翻
刻
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
図
一
】

①
梁
持

②
蛇
柱

③
側
蟻

　
　

長
五
尺　

六
寸
角

　

側
板
江
蟻
懸
如
敷
蟻

　

敷
蟻
江
蔕
入

　

蓋
板
江
大
入

④
側
板

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　

幅
杁
可
准

　
　

継
手
目
違
継

⑤
中
桁　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
手
鎌
継

　
　

前
後
蛇
柱
江
入
有
蔕

　
　

中
短
蔕
穴
有

⑥
側
板

⑦
木
刈　

長
五
寸

　
　

幅
二
寸
五
分

　
　

厚
六
分

⑧
蛇
柱　

長
九
尺　

幅
七
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
八
寸

　
　

上
下
蔕
附
上
笠
木
下
待
敷
江

　
　

入

⑨
石
除　

長
二
間 

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　

 

厚
二
寸
五
分

　
　

蛇
柱
梁
持
江
釘
打

　
　
　

釘
長
五
寸 

鉄
目
十
四
匁

⑩
梁
持　

長
圦
高
可
准
六
寸
角

　
　

上
下
蔕
附
梁
敷
蟻
江
入

⑪
附
敷　

長
二
間　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
三
寸

　

両
端
側
板
江
蟻
入
戸
前
樞
穴
ア
リ

　
　

但　

釘
留　

釘
長
六
寸　

　
　

鉄
目
十
六
匁

⑫
鴨
居　

長
四
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
六
寸

　
　

両
端
蛇
柱
江
大
イ
レ 

草井の「千間猿尾」

間
猿
尾
」
，
愛
岐
大
橋
下
流
側
の
「
鹿

子
島
の
千
間
猿
尾
」
と
そ
の
下
流
側
の

「
宮
田
神
明
の
千
間
猿
尾
」
の
三
箇
所

で
す
。
こ
の
「
千
間
猿
尾
」
に
取
り
付

け
ら
れ
た
猿
尾
（
忠
平
猿
尾
等
）
に
よ

り
、
千
間
猿
尾
本
体
は
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

「
尾
張
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た

「
草
井
大
猿
尾
」
の
挿
絵
（
図
６
）

は
、
川
下
の
美
濃
側
よ
り
草
井
の
猿
尾

を
見
た
も
の
で
あ
り
、
手
前
よ
り
忠
平

猿
尾
，
権
重
郎
猿
尾
，
小
三
郎
猿
尾
が

先
端
を
見
せ
、
そ
の
向
う
に
千
間
猿
尾

が
続
い
て
い
ま
す
。

（
二
） 

鹿
子
島
村
と
忠
平
猿
尾

図
７
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
描
か
れ
た
原
図
を
書
き
写
し
た
も
の

で
す
が
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五

月
に
左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の

流
芯
が
、
右
岸
側
へ
変
化
し
た
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

鹿
子
島
村
（
江
南
市
鹿
子
島
町
）

は
、
「
鹿
子
島
千
間
猿
尾
」
が
築
か

れ
、
さ
ら
に
「
草
井
の
千
間
猿
尾
」
末

端
部
か
ら
延
び
た
長
さ
二
二
八
間
（
約

四
二
〇
ｍ
）
の
「
忠
平
猿
尾
」
と
「
鹿

子
島
千
間
猿
尾
」
か
ら
突
き
出
た
長
さ

一
八
〇
間
（
約
三
三
〇
ｍ
）
の
「
船
付

猿
尾
」
，
そ
の
下
流
側
に
あ
る
長
さ
一

二
四
間
（
約
二
三
〇
ｍ
）
の
「
三
ノ
猿

尾
」
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
三
） 

草
井
村
と
前
渡
村
の
争
い

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に
、

左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の
流
芯

が
右
岸
側
へ
変
化
し
た
た
め
に
、
川
向

こ
う
に
な
っ
た
鹿
子
島
村
持
ち
の
草
野

が
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
右
岸

側
の
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に

は
鹿
子
島
村
が
再
度
占
有
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
全

て
の
占
有
権
が
岐
阜
県
に
譲
渡
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
各
務
原
市
前
渡
と
対
岸
の

江
南
市
草
井
と
の
護
岸
施
設
建
設
を
巡

る
騒
動
を
概
観
し
ま
す
。

前
渡
と
そ
の
下
流
の
下
切
（
各
務
原

市
下
切
町
）
の
木
曽
川
右
岸
堤
防
は
、

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
翌
安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
の
連
続
し
た
出
水
に

よ
る
修
復
が
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
右
岸
側
の
復
旧
工
事
と
、
左
岸

尾
張
側
の
草
井
村
に
よ
る
「
新
規
猿

尾
」
建
設
に
よ
り
、
両
岸
に
お
け
る
論

争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

尾
張
側
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
春
に
美
濃
側
の
前
渡
村
が
北
方
代
官

所
に
無
届
け
で
二
箇
所
に
違
法
な
猪
子

（
図
４
参
照
）
を
造
り
、
そ
の
猪
子
に

よ
る
濁
流
が
草
井
村
の
千
間
猿
尾
を
侵

食
し
、
本
体
が
危
険
に
な
っ
た
た
め
、

本
堤
を
守
る
猿
尾
を
造
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

美
濃
側
と
尾
張
側
と
の
論
争
の
最

中
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に

起
こ
っ
た
洪
水
が
再
び
尾
張
側
に
多
大

な
被
害
を
与
え
、
鹿
子
島
の
「
新
規
猿

尾
」
（
忠
平
猿
尾
）
が
流
失
し
ま
し
た

が
、
翌
月
に
修
理
を
開
始
し
ま
し
た
。

猿
尾
修
理
に
関
し
て
、
尾
張
側
は
鹿

子
島
の
「
新
規
猿
尾
」
の
下
流
側
の
二

箇
所
の
猿
尾
（
船
付
猿
尾
，
三
ノ
猿

尾
）
の
取
り
払
い
に
対
し
て
、
前
渡
側

の
反
対
を
押
し
切
り
「
新
規
猿
尾
」
の

修
理
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
新
規
猿
尾
」
の
修
理
が

行
わ
れ
て
か
ら
三
年
後
の
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
の
書
類
に
、
鹿
子

島
の
猿
尾
を
「
長
間
の
猿
尾
」
と
し

て
お
り
、
忠
平
猿
尾
は
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
で
延
長
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
図
７
を
見
る
と
、
忠
平
猿
尾

の
長
さ
は
二
二
八
間
と
書
か
れ
、
原
図

の
貼
紙
下
の
図
に
は
一
五
八
間
と
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
安
政
四
（
一
八
五

七
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

ま
で
の
一
二
年
間
で
七
〇
間
（
約
一
三

〇
ｍ
）
延
長
し
て
お
り
、
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。四

．
お
わ
り
に

猿
尾
が
長
く
て
頑
丈
な
ほ
ど
、刎
ね

ら
れ
た
激
流
が
対
岸
を
襲
い
ま
し
た
。岸

沿
い
の
村
々
は
、対
岸
で
行
わ
れ
る
護
岸

工
事
に
目
を
光
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。
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⑬
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追
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釘
附　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

㉑
笠
木

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
七
寸

　

蛇
柱
ノ
有
蔕
穴
蛇
柱
壱
本
ニ

　
　

釘
壱
本
宛
笠
木
ヨ
リ
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉒
戸
釣　

長
二
間　

八
寸
角

　
　

蛇
柱
江
切
組
開
戸
有
枢
穴

　
　

牛
違
銯
ニ
テ
蛇
柱
江
繋
如
図

　
　
　

牛
違
銯　

長
六
寸　
　

　
　
　

鉄
目
六
十
目

㉓
方
杖

　
　

長
六
尺　

幅
四
寸　

厚
五
寸

　
　

蛇
柱
・
梁
江
釘
打
如
図

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉔
梁

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

八
寸
角

　
　

梁
持
ノ
有
蔕
穴
梁
持
江
釘
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉕
袖
柱

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

控
貫
穴

　
　

土
台
江
入
蔕
有　

㉖
戸
板　

長
五
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

并
戸
板
江
蟻
懸

　
　

矧
目　

目
違
矧

　
　

合
釘　

但　

戸
桟
ノ
下

　
　

□
落
シ
打   ※

□
は
判
読
不
可
。

　
　

釘
長
六
寸　

目
方
十
四
匁

　
　

鯰
釘  

長
七
寸  

鉄
目
十
五
匁

　
　

但　

板
一
枚
ヨ
リ
桟
四
本
ェ

　
　
　
　

一
箇
所
三
本
打
如
図

㉗
袖
土
䑓

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

厚
四
寸

　
　

袖
柱
ノ
有
蔕
穴

㉘
袖
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸

　
　

鉄
目
方
十
四
匁

㉙
袖
貫

　
　

長
六
尺　

幅
六
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
一
寸
六
分

　
　

袖
柱　

控
柱
江
通
ル

　
　

鼻
栓
留

㉚
控
柱

　
　

古
木
ヲ
用

　
　

貫
穴
ア
リ

杁
に
つ
い
て
は
、
村
に
伝
来
す
る

文
書
を
紐
解
く
と
、
時
に
杁
の
設
置

や
改
修
に
関
す
る
資
料
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
る
。

『
愛
知
県
史
資
料
編
尾
西
・
尾

北
』
所
収
の
文
政
九
（
一
八
二
六
）

年
二
月
付
「
海
西
郡
政
成
新
田
杁
橋

元
帳
」
等
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

現
在
江
戸
時
代
か
ら
伝
存
す
る
杁
は

存
在
し
な
い
た
め
、
杁
の
、
例
え
ば

「
蛇
柱
」
と
い
わ
れ
て
も
ど
の
部
位

な
の
か
不
明
と
い
っ
た
よ
う
に
、
杁

は
難
解
な
施
設
で
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

筆
者
自
身
も
水
利
技
術
に
つ
い
て

は
全
く
門
外
漢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

字
面
的
に
は
概
ね
理
解
し
う
る
も
の

の
具
体
的
に
杁
の
構
造
や
部
位
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
っ
た
。

地
方
書
や
農
書
を
紐
解
い
て
も
筆
者

の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
な
史
料
に

は
今
ま
で
遭
遇
し
な
か
っ
た
憾
み
が

あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
杁
の
構
造
等
を
知

る
う
え
で
有
用
な
資
料
で
は
な
か
ろ

う
か
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ほ
ど
精
緻

な
図
面
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
当
該

研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
の
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

図７　『安政４（１８５７）年の鹿子島村絵図』（『江南市史近世村絵図編』より）

図６
『尾張名所図会』に
描かれた「草井大猿尾」
（『江南市史本文編』より）
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研
究
資
料

猿
尾
は
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
築
か
れ
た
堤
防
の
一
種
で

あ
り
、
本
堤
へ
の
洪
水
の
激
突
を
弱
め
る

た
め
に
建
造
さ
れ
た
水
制
施
設
で
す
。

「
猿
尾
」
は
中
部
地
域
に
限
定
さ
れ

た
呼
称
の
よ
う
に
記
述
し
た
著
書
も
あ

り
ま
す
が
、
岡
山
県
高
梁
市
の
高
梁
川

に
江
戸
中
期
に
造
ら
れ
た
船
着
き
場
の

堤
防
は
猿
尾
「
さ
ろ
う
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
山
武
市
松
尾

町
猿
尾
の
よ
う
に
、
地
名
も
各
地
に
見

ら
れ
ま
す
。

猿
尾
の
構
造
は
大
き
く
二
種
類
に
分

類
さ
れ
、
盛
土
の
表
面
を
石
礫
で
覆
う

も
の
と
、
沈
枠
の
前
後
に
蛇
籠
を
並
べ

て
、
土
ま
た
は
石
の
築
材
を
用
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
形
状
に
よ
る
分
類
で

は
、
流
水
の
流
勢
を
弱
め
る
杭
出
猿
尾

（
透
過
水
制
）
と
水
刎
を
主
目
的
と
す

る
猿
尾
（
不
透
過
水
制
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

木
曽
川
に
は
興
味
深
い
猿
尾
が
数
多

く
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
本
編
で
は
加

納
猿
尾
と
前
渡
猿
尾
に
触
れ
た
後
、
両

岸
に
お
け
る
猿
尾
建
設
に
伴
う
論
争
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
右
岸
の
猿
尾

（
一） 

加
納
猿
尾

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
初
代
加

納
藩
主
・
奥
平
信
昌
（
一
五
五
五
〜
一

六
一
五
）
が
、
羽
栗
・
中
島
両
郡
の
木

曽
川
筋
美
濃
側
に
小
堤
防
と
猿
尾
を
築

い
た
際
に
、
上
羽
粟
の
中
屋
村
（
各
務

原
市
上
中
屋
町
）
本
堤
防
前
の
沿
岸
に

長
さ
三
町
（
約
三
三
〇
ｍ
）
に
余
る
石

猿
尾
（
後
の
加
納
猿
尾
）
を
構
築
し
た

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
信
昌
の
孫
・
忠
隆
（
一
六

〇
八
〜
一
六
三
二
）
の
代
に
修
築
さ

れ
、
次
い
で
、
松
平
光
重
（
一
六
二
二

〜
一
六
六
八
）
が
同
地
に
大
猿
尾
を
築

き
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
猿
尾
は
加
納

猿
尾
（
別
名
加
納
小
堤
）
と
呼
称
さ
れ

ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
加
納
猿
尾

は
、
奥
平
信
昌
が
造
り
始
め
、
忠
隆
と

松
平
光
重
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
幕
末
・
明
治
期
の
加
納
猿
尾

図
１
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年

の
上
中
屋
村
の
普
請
絵
図
で
あ
り
、
上

流
側
の
松
本
村
（
各
務
原
市
松
本
町
）

境
と
下
流
側
の
大
佐
野
村
（
各
務
原
市

大
佐
野
町
）
境
に
お
い
て
破
損
し
た
堤

や
猿
尾
の
嵩
上
げ
を
、
上
中
屋
村
が
願

い
出
て
い
ま
し
た
。
同
絵
図
の
中
央
右

寄
り
の
「
二
重
猿
尾
」
は
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
（
図
２
）
よ
り
、
「
加
納
猿

尾
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
納
猿
尾
（
二
重
猿
尾
）
付
近
の
流

れ
は
、
平
水
時
に
は
流
水
が
左
岸
に
刎

ね
ら
れ
（
「
常
水
通
」
）
、
出
水
時
に

は
二
重
猿
尾
に
沿
っ
て
洪
水
が
流
下
し

（
「
出
水
之
節
通
」
）
、
右
岸
側
を

護
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
お
、
加
納
猿
尾
の
下
流
側
の
猿
尾

七
基
の
内
、
山
神
前
猿
尾
を
除
い
た
六

基
の
猿
尾
は
、
明
治
四
年
の
図
２
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月

に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
で
は
、
加
納
猿

尾
は
石
積
み
が
平
均
巾
一
〇
間
、
厚
さ

二
尺
の
延
長
で
、
八
間
半
（
一
五
．
五

ｍ
）
崩
れ
た
た
め
、
約
二
八
坪
（
約
一

七
〇
㎥
）
の
石
材
を
用
い
て
修
復
さ
れ

ま
し
た
。

②
大
正
・
昭
和
期
の
加
納
猿
尾

図
３
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
頃
に
製
作
さ
れ
た
『
木
曽
川
河
川
台

帳
平
面
図
第
５
号
』
の
加
納
猿
尾
を
現

在
の
地
図
に
重
ね
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
、
県
営
羽
島
用
水
取
水
口
が
、
加
納

猿
尾
始
端
部
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

取
水
口
が
犬
山
頭
首
工
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
旧
頭
首
工
は
昭
和
四
一
（
一
九

六
六
）
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
加
納
猿
尾
の
長
さ
は
、
建
設
初

期
に
一
八
〇
間
（
三
二
八
ｍ
）
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
絵
図
で
は
二
一

九
間
（
三
九
九
ｍ
）
、
大
正
一
一
（
一

九
二
二
）
年
頃
に
は
、
約
七
八
〇
ｍ

（
『
河
川
台
帳
』
よ
り
）
に
延
伸
し
て

い
ま
す
。

③
現
在
の
加
納
猿
尾

各
務
原
大
橋
が
、
平
成
二
五
（
二
〇

一
三
）
年
三
月
二
四
日
に
完
成
し
ま
し

た
。
加
納
猿
尾
は
、
こ
の
橋
の
真
下
か

ら
右
岸
側
に
沿
っ
て
「
各
務
原
市
勤
労

青
少
年
運
動
場
」
の
西
端
近
く
ま
で
伸

び
て
い
ま
す
。

現
在
、
加
納
猿
尾
の
堤
頂
は
猿
尾
始

端
部
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
簡
易
舗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
終

端
部
の
約
一
五
〇
ｍ
は
舗
装
が
さ
れ

ず
、
昔
日
の
加
納
猿
尾
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
二
） 

前
渡
猿
尾

①
建
設
経
緯

各
務
原
市
前
渡
は
、
天
正
一
四
（
一

五
八
七
）
年
の
河
道
変
動
以
前
の
古

木
曽
川
が
西
流
し
て
い
た
所
で
、
木

曽
川
の
激
流
が
押
し
寄
せ
る
場
所
で

し
た
。
前
渡
猿
尾
は
、
現
地
で
古
猿

尾
と
も
呼
ば
れ
、
人
柱
伝
説
も
存
在

し
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
教
育
委
員
会
は
猿
尾
の
建

設
年
代
に
つ
い
て
、
前
渡
で
の
最
初
の

国
役
普
請
が
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

に
行
わ
れ
、
次
の
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
の
国
役
普
請
で
「
弁
財
天
古
出

し
（
古
猿
尾
）
六
四
間
半
（
約
一
一
六

ｍ
）
」
の
先
端
部
に
五
二
間
継
ぎ
足
し

て
、
「
出
来
一
一
六
間
半
（
約
二
一
一

ｍ
）
」
の
猿
尾
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
古
猿
尾
」
が
造

ら
れ
た
の
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年

の
最
初
の
国
役
普
請
の
時
で
あ
る
、
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
猿
尾
の
長
さ

さ
ら
に
同
委
員
会
に
よ
る
と
、
万
治

二
（
一
六
五
九
）
年
後
の
元
禄
一
七

（
一
七
〇
四
）
年
の
国
役
普
請
で
、
長

さ
三
〇
間
が
「
弁
財
天
百
間
猿
尾
繕
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ

の
次
の
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
の
国

役
普
請
で
は
、
上
記
の
「
弁
天
猿
尾
」

が
長
さ
八
〇
間
に
わ
た
っ
て
腹
付
け

（
法
面
補
強
）
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
よ
り
猿
尾
の
長
さ
は
、
寛
永
七

（
一
六
三
〇
）
年
の
建
設
当
初
は
不
明

で
す
が
、
三
〇
年
ほ
ど
経
た
万
治
二

（
一
六
五
九
）
年
の
国
役
普
請
直
前
に

六
四
間
半
（
一
一
七
ｍ
）
、
そ
の
直
後

に
一
一
六
間
半
（
二
一
一
ｍ
）
、
四
五

年
後
の
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
に

一
四
六
間
半
（
二
六
七
ｍ
）
、
と
順
次

伸
び
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
に
堤
防
締
役
が
調
査

し
た
絵
図
に
よ
る
と
、
長
さ
一
〇
〇
間

（
一
八
二
ｍ
）
で
あ
り
、
現
在
の
猿
尾

長
は
二
八
六
ｍ
（
一
五
七
間
）
で
す
。

つ
ま
り
、
度
々
の
破
損
で
継
足
し
と
修

理
が
再
三
行
わ
れ
、
前
渡
猿
尾
は
そ
の

都
度
長
さ
が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
の
猿
尾
で
も

同
様
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
．
右
岸
前
渡
と
左
岸
草
井
の
状
況

図
４
（
作
成
年
不
明
）
の
木
曽
川
右

岸
側
に
は
、
前
渡
村
か
ら
松
本
村
（
各

務
原
市
松
本
町
）
に
至
る
「
濃
州
堤
通

り
」
と
堤
内
地
側
の
二
つ
の
「
二
重

堤
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
左
岸

側
は
、
「
御
堤
通
り
」
（
お
囲
堤
）
に

接
続
し
た
二
基
の
「
大
猿
尾
（
千
間
猿

尾
）
」
か
ら
は
、
各
三
基
の
「
又
猿

尾
」
が
出
て
い
ま
す
。

出
水
時
の
濁
流
は
左
岸
の
草
井
村
の

千
間
猿
尾
で
刎
ね
ら
れ
、
右
岸
側
に
向

け
て
流
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
草
井

村
か
ら
右
岸
へ
向
か
う
流
れ
に
「
此
川

平
そ
石
河
原
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
河
原
に
は
、
前
渡
村
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
「
猪
子
猿
尾
」
が
設
置

さ
れ
、
川
中
の
土
地
は
右
岸
の
前
渡
村

と
下
切
村
の
流
作
場
で
し
た
。

三
．
木
曽
川
左
岸
の
猿
尾

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
築
か

れ
た
、
犬
山
市
か
ら
約
四
八
㎞
の
長
さ

の
御
囲
堤
の
た
め
、
扶
桑
町
の
岩
手
，

江
南
市
の
草
井
・
鹿
子
島
・
宮
田
，
一

宮
市
の
黒
岩
・
河
田
等
は
堤
外
地
と
な

り
ま
し
た
。
（
図
５
参
照
）

（一） 

草
井
の
大
猿
尾（
千
間
猿
尾
）

お
囲
堤
の
堤
外
地
と
な
っ
た
草
井
村

や
鹿
子
島
村
な
ど
の
村
々
を
守
っ
た
の

は
、
愛
岐
大
橋
上
流
側
の
「
草
井
の
千

  

新
た
に
発
見
さ
れ
た
絵
図

「
尾
張
国
圦
樋
横
二
間・高
五
尺
之
積
図
」に
つ
い
て

日
本
で
も
有
数
の
大
河
川
を
擁
す

る
濃
尾
平
野
の
下
流
域
は
「
輪
中
」

が
展
開
す
る
水
郷
地
帯
で
、
全
国
的

に
も
名
声
を
馳
せ
た
蔬
菜
生
産
等
水

の
恩
恵
を
う
け
る
一
方
で
、
洪
水
を

被
る
等
水
と
の
闘
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
田
畑
へ
の

引
水
は
用
水
が
殆
ど
で
あ
り
、
尾
張

西
部
地
域
に
お
い
て
は
宮
田
杁
で
取

水
す
る
宮
田
用
水
は
大
動
脈
と
し
て

多
く
の
村
々
の
田
畑
を
潤
し
た
。

一
方
、
こ
の
地
域
は
低
地
ゆ
え
、

溜
ま
っ
た
水
を
如
何
に
排
水
す
る
か

と
い
う
の
が
重
要
な
課
題
で
、
各
地

に
杁
を
設
け
排
水
に
供
し
た
。

「
い
り
」
と
い
う
の
は
、
通
常

「
圦
」
と
い
う
字
を
用
い
、
一
艘
、

二
艘…

と
い
っ
た
よ
う
に
数
え
た

が
、
尾
張
藩
で
は
「
杁
」
と
い
う
字

を
用
い
、
一
腹
、
二
腹…

と
い
っ
た

よ
う
に
数
え
て
い
た
。
享
保
五
（
一

七
二
〇
）
年
十
一
月
の
法
令
に
お
い

て
、
一
時
期
尾
張
藩
に
お
い
て
も
他

国
に
な
ら
っ
て
、
「
圦
」
の
字
を
用

い
、
一
艘
、
二
艘…

と
い
う
よ
う
に

数
え
る
よ
う
に
布
達
し
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
元
の
「
杁
」
の
字
に
戻
し
、

従
前
の
通
り
と
な
っ
た
。

杁
は
、
そ
の
設
置
状
況
や
用
途
や

構
造
等
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
藩
＝
公
儀
が
費
用
を

支
出
し
て
設
置
さ
れ
た
杁
を
「
公
儀

杁
」
、
知
行
を
有
す
る
給
人
が
設
置

し
た
杁
を
「
給
人
杁
」
と
称
す
る
。

用
途
で
分
類
す
る
と
、
用
水
の
た

め
に
設
置
す
る
懸
杁
や
排
水
の
た
め

に
設
置
す
る
捨
杁
と
い
う
よ
う
に
、

そ
し
て
構
造
で
分
類
す
る
と
、
桶

杁
、
箱
杁
等
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
。

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、

海
東
郡
勝
幡
村
に
は
大
小
の
桶
杁
が

十
八
、
指
杁
一
が
あ
っ
た
と
い
う
。

前
段
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
今

回
紹
介
す
る
資
料
は
弥
富
市
歴
史
民

俗
資
料
館
蔵
の
杁
の
図
面
二
点
（
図

一
・
図
二
）
で
あ
る
。
文
字
部
分
を

翻
刻
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
図
一
】

①
梁
持

②
蛇
柱

③
側
蟻

　
　

長
五
尺　

六
寸
角

　

側
板
江
蟻
懸
如
敷
蟻

　

敷
蟻
江
蔕
入

　

蓋
板
江
大
入

④
側
板

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　

幅
杁
可
准

　
　

継
手
目
違
継

⑤
中
桁　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
手
鎌
継

　
　

前
後
蛇
柱
江
入
有
蔕

　
　

中
短
蔕
穴
有

⑥
側
板

⑦
木
刈　

長
五
寸

　
　

幅
二
寸
五
分

　
　

厚
六
分

⑧
蛇
柱　

長
九
尺　

幅
七
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
八
寸

　
　

上
下
蔕
附
上
笠
木
下
待
敷
江

　
　

入

⑨
石
除　

長
二
間 

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　

 

厚
二
寸
五
分

　
　

蛇
柱
梁
持
江
釘
打

　
　
　

釘
長
五
寸 

鉄
目
十
四
匁

⑩
梁
持　

長
圦
高
可
准
六
寸
角

　
　

上
下
蔕
附
梁
敷
蟻
江
入

⑪
附
敷　

長
二
間　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
三
寸

　

両
端
側
板
江
蟻
入
戸
前
樞
穴
ア
リ

　
　

但　

釘
留　

釘
長
六
寸　

　
　

鉄
目
十
六
匁

⑫
鴨
居　

長
四
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
六
寸

　
　

両
端
蛇
柱
江
大
イ
レ 

間
猿
尾
」
，
愛
岐
大
橋
下
流
側
の
「
鹿

子
島
の
千
間
猿
尾
」
と
そ
の
下
流
側
の

「
宮
田
神
明
の
千
間
猿
尾
」
の
三
箇
所

で
す
。
こ
の
「
千
間
猿
尾
」
に
取
り
付

け
ら
れ
た
猿
尾
（
忠
平
猿
尾
等
）
に
よ

り
、
千
間
猿
尾
本
体
は
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

「
尾
張
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た

「
草
井
大
猿
尾
」
の
挿
絵
（
図
６
）

は
、
川
下
の
美
濃
側
よ
り
草
井
の
猿
尾

を
見
た
も
の
で
あ
り
、
手
前
よ
り
忠
平

猿
尾
，
権
重
郎
猿
尾
，
小
三
郎
猿
尾
が

先
端
を
見
せ
、
そ
の
向
う
に
千
間
猿
尾

が
続
い
て
い
ま
す
。

（
二
） 

鹿
子
島
村
と
忠
平
猿
尾

図
７
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
描
か
れ
た
原
図
を
書
き
写
し
た
も
の

で
す
が
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五

月
に
左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の

流
芯
が
、
右
岸
側
へ
変
化
し
た
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

鹿
子
島
村
（
江
南
市
鹿
子
島
町
）

は
、
「
鹿
子
島
千
間
猿
尾
」
が
築
か

れ
、
さ
ら
に
「
草
井
の
千
間
猿
尾
」
末

端
部
か
ら
延
び
た
長
さ
二
二
八
間
（
約

四
二
〇
ｍ
）
の
「
忠
平
猿
尾
」
と
「
鹿

子
島
千
間
猿
尾
」
か
ら
突
き
出
た
長
さ

一
八
〇
間
（
約
三
三
〇
ｍ
）
の
「
船
付

猿
尾
」
，
そ
の
下
流
側
に
あ
る
長
さ
一

二
四
間
（
約
二
三
〇
ｍ
）
の
「
三
ノ
猿

尾
」
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
三
） 

草
井
村
と
前
渡
村
の
争
い

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に
、

左
岸
側
を
流
れ
て
い
た
木
曽
川
の
流
芯

が
右
岸
側
へ
変
化
し
た
た
め
に
、
川
向

こ
う
に
な
っ
た
鹿
子
島
村
持
ち
の
草
野

が
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
右
岸

側
の
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に

は
鹿
子
島
村
が
再
度
占
有
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
全

て
の
占
有
権
が
岐
阜
県
に
譲
渡
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
各
務
原
市
前
渡
と
対
岸
の

江
南
市
草
井
と
の
護
岸
施
設
建
設
を
巡

る
騒
動
を
概
観
し
ま
す
。

前
渡
と
そ
の
下
流
の
下
切
（
各
務
原

市
下
切
町
）
の
木
曽
川
右
岸
堤
防
は
、

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
翌
安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
の
連
続
し
た
出
水
に

よ
る
修
復
が
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
右
岸
側
の
復
旧
工
事
と
、
左
岸

尾
張
側
の
草
井
村
に
よ
る
「
新
規
猿

尾
」
建
設
に
よ
り
、
両
岸
に
お
け
る
論

争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

尾
張
側
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
春
に
美
濃
側
の
前
渡
村
が
北
方
代
官

所
に
無
届
け
で
二
箇
所
に
違
法
な
猪
子

（
図
４
参
照
）
を
造
り
、
そ
の
猪
子
に

よ
る
濁
流
が
草
井
村
の
千
間
猿
尾
を
侵

食
し
、
本
体
が
危
険
に
な
っ
た
た
め
、

本
堤
を
守
る
猿
尾
を
造
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

美
濃
側
と
尾
張
側
と
の
論
争
の
最

中
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
五
月
に

起
こ
っ
た
洪
水
が
再
び
尾
張
側
に
多
大

な
被
害
を
与
え
、
鹿
子
島
の
「
新
規
猿

尾
」
（
忠
平
猿
尾
）
が
流
失
し
ま
し
た

が
、
翌
月
に
修
理
を
開
始
し
ま
し
た
。

猿
尾
修
理
に
関
し
て
、
尾
張
側
は
鹿

子
島
の
「
新
規
猿
尾
」
の
下
流
側
の
二

箇
所
の
猿
尾
（
船
付
猿
尾
，
三
ノ
猿

尾
）
の
取
り
払
い
に
対
し
て
、
前
渡
側

の
反
対
を
押
し
切
り
「
新
規
猿
尾
」
の

修
理
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
新
規
猿
尾
」
の
修
理
が

行
わ
れ
て
か
ら
三
年
後
の
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
の
書
類
に
、
鹿
子

島
の
猿
尾
を
「
長
間
の
猿
尾
」
と
し

て
お
り
、
忠
平
猿
尾
は
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
で
延
長
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
図
７
を
見
る
と
、
忠
平
猿
尾

の
長
さ
は
二
二
八
間
と
書
か
れ
、
原
図

の
貼
紙
下
の
図
に
は
一
五
八
間
と
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
安
政
四
（
一
八
五

七
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

ま
で
の
一
二
年
間
で
七
〇
間
（
約
一
三

〇
ｍ
）
延
長
し
て
お
り
、
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。四

．
お
わ
り
に

猿
尾
が
長
く
て
頑
丈
な
ほ
ど
、刎
ね

ら
れ
た
激
流
が
対
岸
を
襲
い
ま
し
た
。岸

沿
い
の
村
々
は
、対
岸
で
行
わ
れ
る
護
岸

工
事
に
目
を
光
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。
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⑬
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⑭
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懸
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⑯
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角
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附
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入

　
　
　

土
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⑰
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長
二
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寸
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一
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牛
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寸
追
掛
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懸
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懸
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打
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二
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長
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板
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切
組
ア
リ

　
　

前
十
間　

両
側
共
如
図

　
　

後
五
間

　
　

銯
長
五
寸　

鉄
目
五
十
目

⑳
土
持
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
附　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

㉑
笠
木

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
七
寸

　

蛇
柱
ノ
有
蔕
穴
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柱
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ニ
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壱
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釘
長
五
寸　
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方
十
四
匁

㉒
戸
釣　

長
二
間　

八
寸
角

　
　

蛇
柱
江
切
組
開
戸
有
枢
穴

　
　

牛
違
銯
ニ
テ
蛇
柱
江
繋
如
図

　
　
　

牛
違
銯　

長
六
寸　
　

　
　
　

鉄
目
六
十
目

㉓
方
杖

　
　

長
六
尺　

幅
四
寸　

厚
五
寸

　
　

蛇
柱
・
梁
江
釘
打
如
図

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉔
梁

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

八
寸
角

　
　

梁
持
ノ
有
蔕
穴
梁
持
江
釘
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉕
袖
柱

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

控
貫
穴

　
　

土
台
江
入
蔕
有　

㉖
戸
板　

長
五
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

并
戸
板
江
蟻
懸

　
　

矧
目　

目
違
矧

　
　

合
釘　

但　

戸
桟
ノ
下

　
　

□
落
シ
打   ※

□
は
判
読
不
可
。

　
　

釘
長
六
寸　

目
方
十
四
匁

　
　

鯰
釘  

長
七
寸  

鉄
目
十
五
匁

　
　

但　

板
一
枚
ヨ
リ
桟
四
本
ェ

　
　
　
　

一
箇
所
三
本
打
如
図

㉗
袖
土
䑓

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

厚
四
寸

　
　

袖
柱
ノ
有
蔕
穴

㉘
袖
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸

　
　

鉄
目
方
十
四
匁

㉙
袖
貫

　
　

長
六
尺　

幅
六
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
一
寸
六
分

　
　

袖
柱　

控
柱
江
通
ル

　
　

鼻
栓
留

㉚
控
柱

　
　

古
木
ヲ
用

　
　

貫
穴
ア
リ

杁
に
つ
い
て
は
、
村
に
伝
来
す
る

文
書
を
紐
解
く
と
、
時
に
杁
の
設
置

や
改
修
に
関
す
る
資
料
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
る
。

『
愛
知
県
史
資
料
編
尾
西
・
尾

北
』
所
収
の
文
政
九
（
一
八
二
六
）

年
二
月
付
「
海
西
郡
政
成
新
田
杁
橋

元
帳
」
等
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

現
在
江
戸
時
代
か
ら
伝
存
す
る
杁
は

存
在
し
な
い
た
め
、
杁
の
、
例
え
ば

「
蛇
柱
」
と
い
わ
れ
て
も
ど
の
部
位

な
の
か
不
明
と
い
っ
た
よ
う
に
、
杁

は
難
解
な
施
設
で
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

筆
者
自
身
も
水
利
技
術
に
つ
い
て

は
全
く
門
外
漢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

字
面
的
に
は
概
ね
理
解
し
う
る
も
の

の
具
体
的
に
杁
の
構
造
や
部
位
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
っ
た
。

地
方
書
や
農
書
を
紐
解
い
て
も
筆
者

の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
な
史
料
に

は
今
ま
で
遭
遇
し
な
か
っ
た
憾
み
が

あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
杁
の
構
造
等
を
知

る
う
え
で
有
用
な
資
料
で
は
な
か
ろ

う
か
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ほ
ど
精
緻

な
図
面
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
当
該

研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
の
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

石田  泰弘
1964年1月2日生まれ
中央大学文学部史学科国
史学専攻卒業
1988年3月、愛知学院大学
大学院文学研究科歴史学
専攻修士課程修了
現在
愛西市教育委員会社会教
育課勤務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

き
ょ
う
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研
究
資
料

愛
西
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教
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委
員
会
　
石
田 

泰
弘
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研
究
資
料

日
本
で
も
有
数
の
大
河
川
を
擁
す

る
濃
尾
平
野
の
下
流
域
は
「
輪
中
」

が
展
開
す
る
水
郷
地
帯
で
、
全
国
的

に
も
名
声
を
馳
せ
た
蔬
菜
生
産
等
水

の
恩
恵
を
う
け
る
一
方
で
、
洪
水
を

被
る
等
水
と
の
闘
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
田
畑
へ
の

引
水
は
用
水
が
殆
ど
で
あ
り
、
尾
張

西
部
地
域
に
お
い
て
は
宮
田
杁
で
取

水
す
る
宮
田
用
水
は
大
動
脈
と
し
て

多
く
の
村
々
の
田
畑
を
潤
し
た
。

一
方
、
こ
の
地
域
は
低
地
ゆ
え
、

溜
ま
っ
た
水
を
如
何
に
排
水
す
る
か

と
い
う
の
が
重
要
な
課
題
で
、
各
地

に
杁
を
設
け
排
水
に
供
し
た
。

「
い
り
」
と
い
う
の
は
、
通
常

「
圦
」
と
い
う
字
を
用
い
、
一
艘
、

二
艘…

と
い
っ
た
よ
う
に
数
え
た

が
、
尾
張
藩
で
は
「
杁
」
と
い
う
字

を
用
い
、
一
腹
、
二
腹…

と
い
っ
た

よ
う
に
数
え
て
い
た
。
享
保
五
（
一

七
二
〇
）
年
十
一
月
の
法
令
に
お
い

て
、
一
時
期
尾
張
藩
に
お
い
て
も
他

国
に
な
ら
っ
て
、
「
圦
」
の
字
を
用

い
、
一
艘
、
二
艘…

と
い
う
よ
う
に

数
え
る
よ
う
に
布
達
し
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
元
の
「
杁
」
の
字
に
戻
し
、

従
前
の
通
り
と
な
っ
た
。

杁
は
、
そ
の
設
置
状
況
や
用
途
や

構
造
等
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
藩
＝
公
儀
が
費
用
を

支
出
し
て
設
置
さ
れ
た
杁
を
「
公
儀

杁
」
、
知
行
を
有
す
る
給
人
が
設
置

し
た
杁
を
「
給
人
杁
」
と
称
す
る
。

用
途
で
分
類
す
る
と
、
用
水
の
た

め
に
設
置
す
る
懸
杁
や
排
水
の
た
め

に
設
置
す
る
捨
杁
と
い
う
よ
う
に
、

そ
し
て
構
造
で
分
類
す
る
と
、
桶

杁
、
箱
杁
等
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
。

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、

海
東
郡
勝
幡
村
に
は
大
小
の
桶
杁
が

十
八
、
指
杁
一
が
あ
っ
た
と
い
う
。

前
段
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
今

回
紹
介
す
る
資
料
は
弥
富
市
歴
史
民

俗
資
料
館
蔵
の
杁
の
図
面
二
点
（
図

一
・
図
二
）
で
あ
る
。
文
字
部
分
を

翻
刻
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
図
一
】

①
梁
持

②
蛇
柱

③
側
蟻

　
　

長
五
尺　

六
寸
角

　

側
板
江
蟻
懸
如
敷
蟻

　

敷
蟻
江
蔕
入

　

蓋
板
江
大
入

④
側
板

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　

幅
杁
可
准

　
　

継
手
目
違
継

⑤
中
桁　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
手
鎌
継

　
　

前
後
蛇
柱
江
入
有
蔕

　
　

中
短
蔕
穴
有

⑥
側
板

⑦
木
刈　

長
五
寸

　
　

幅
二
寸
五
分

　
　

厚
六
分

⑧
蛇
柱　

長
九
尺　

幅
七
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
八
寸

　
　

上
下
蔕
附
上
笠
木
下
待
敷
江

　
　

入

⑨
石
除　

長
二
間 

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　

 

厚
二
寸
五
分

　
　

蛇
柱
梁
持
江
釘
打

　
　
　

釘
長
五
寸 

鉄
目
十
四
匁

⑩
梁
持　

長
圦
高
可
准
六
寸
角

　
　

上
下
蔕
附
梁
敷
蟻
江
入

⑪
附
敷　

長
二
間　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
三
寸

　

両
端
側
板
江
蟻
入
戸
前
樞
穴
ア
リ

　
　

但　

釘
留　

釘
長
六
寸　

　
　

鉄
目
十
六
匁

⑫
鴨
居　

長
四
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
六
寸

　
　

両
端
蛇
柱
江
大
イ
レ 

⑬
待
敷
居　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

両
端
側
板
江
蟻
懸
切
組
幷
蛇

　
　

柱
ノ
蔕
穴

　
　

ア
リ

⑭
土
䑓　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
牛
鎌
継
中
短
ノ
蔕
穴
ア
リ

　
　

前
後
如
圖
中
短
穴
ヨ
リ　

　
　

敷
蟻
エ

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

⑮
鉄
切　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

但　

敷
蟻
之
内

　

敷
板
継
牛
之
上
二
置　

　

蟻
懸
無
之
故　

有
別
名

⑯
中
短　

長
三
尺
四
寸　

六
寸
角

　
　

両
端
蔕
附

　
　
　

中
桁
江
入

　
　
　

土
䑓

⑰
敷
板　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

幅
一
尺

　
　

継
牛
五
寸
追
掛
継

⑱
敷
蟻　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

敷
板
江
如
圖
蟻
懸

　
　

両
端
側
板
江
蟻
懸

　
　

切
組
幷
側
蟻
ノ
有
蔕
穴

　
　

此
穴
ノ
中
ヨ
リ
両
側
共
敷
板

　
　

江
留
釘
打

　
　

釘
長
七
寸　

鉄
目

【
図
二
】

⑲
蓋
木

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　

幅
杁
長
准
可
割
合

　

側
板
側
蟻
江
切
組
ア
リ

　
　

前
十
間　

両
側
共
如
図

　
　

後
五
間

　
　

銯
長
五
寸　

鉄
目
五
十
目

⑳
土
持
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
附　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

㉑
笠
木

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
七
寸

　

蛇
柱
ノ
有
蔕
穴
蛇
柱
壱
本
ニ

　
　

釘
壱
本
宛
笠
木
ヨ
リ
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉒
戸
釣　

長
二
間　

八
寸
角

　
　

蛇
柱
江
切
組
開
戸
有
枢
穴

　
　

牛
違
銯
ニ
テ
蛇
柱
江
繋
如
図

　
　
　

牛
違
銯　

長
六
寸　
　

　
　
　

鉄
目
六
十
目

㉓
方
杖

　
　

長
六
尺　

幅
四
寸　

厚
五
寸

　
　

蛇
柱
・
梁
江
釘
打
如
図

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉔
梁

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

八
寸
角

　
　

梁
持
ノ
有
蔕
穴
梁
持
江
釘
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉕
袖
柱

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

控
貫
穴

　
　

土
台
江
入
蔕
有　

㉖
戸
板　

長
五
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

并
戸
板
江
蟻
懸

　
　

矧
目　

目
違
矧

　
　

合
釘　

但　

戸
桟
ノ
下

　
　

□
落
シ
打   ※

□
は
判
読
不
可
。

　
　

釘
長
六
寸　

目
方
十
四
匁

　
　

鯰
釘  

長
七
寸  

鉄
目
十
五
匁

　
　

但　

板
一
枚
ヨ
リ
桟
四
本
ェ

　
　
　
　

一
箇
所
三
本
打
如
図

㉗
袖
土
䑓

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

厚
四
寸

　
　

袖
柱
ノ
有
蔕
穴

㉘
袖
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸

　
　

鉄
目
方
十
四
匁

㉙
袖
貫

　
　

長
六
尺　

幅
六
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
一
寸
六
分

　
　

袖
柱　

控
柱
江
通
ル

　
　

鼻
栓
留

㉚
控
柱

　
　

古
木
ヲ
用

　
　

貫
穴
ア
リ

杁
に
つ
い
て
は
、
村
に
伝
来
す
る

文
書
を
紐
解
く
と
、
時
に
杁
の
設
置

や
改
修
に
関
す
る
資
料
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
る
。

『
愛
知
県
史
資
料
編
尾
西
・
尾

北
』
所
収
の
文
政
九
（
一
八
二
六
）

年
二
月
付
「
海
西
郡
政
成
新
田
杁
橋

元
帳
」
等
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

現
在
江
戸
時
代
か
ら
伝
存
す
る
杁
は

存
在
し
な
い
た
め
、
杁
の
、
例
え
ば

「
蛇
柱
」
と
い
わ
れ
て
も
ど
の
部
位

な
の
か
不
明
と
い
っ
た
よ
う
に
、
杁

は
難
解
な
施
設
で
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

筆
者
自
身
も
水
利
技
術
に
つ
い
て

は
全
く
門
外
漢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

字
面
的
に
は
概
ね
理
解
し
う
る
も
の

の
具
体
的
に
杁
の
構
造
や
部
位
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
っ
た
。

地
方
書
や
農
書
を
紐
解
い
て
も
筆
者

の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
な
史
料
に

は
今
ま
で
遭
遇
し
な
か
っ
た
憾
み
が

あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
杁
の
構
造
等
を
知

る
う
え
で
有
用
な
資
料
で
は
な
か
ろ

う
か
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ほ
ど
精
緻

な
図
面
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
当
該

研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
の
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

図１

図2

尾張国圦樋　横二間・高五尺　之積図
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研
究
資
料

日
本
で
も
有
数
の
大
河
川
を
擁
す

る
濃
尾
平
野
の
下
流
域
は
「
輪
中
」

が
展
開
す
る
水
郷
地
帯
で
、
全
国
的

に
も
名
声
を
馳
せ
た
蔬
菜
生
産
等
水

の
恩
恵
を
う
け
る
一
方
で
、
洪
水
を

被
る
等
水
と
の
闘
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
田
畑
へ
の

引
水
は
用
水
が
殆
ど
で
あ
り
、
尾
張

西
部
地
域
に
お
い
て
は
宮
田
杁
で
取

水
す
る
宮
田
用
水
は
大
動
脈
と
し
て

多
く
の
村
々
の
田
畑
を
潤
し
た
。

一
方
、
こ
の
地
域
は
低
地
ゆ
え
、

溜
ま
っ
た
水
を
如
何
に
排
水
す
る
か

と
い
う
の
が
重
要
な
課
題
で
、
各
地

に
杁
を
設
け
排
水
に
供
し
た
。

「
い
り
」
と
い
う
の
は
、
通
常

「
圦
」
と
い
う
字
を
用
い
、
一
艘
、

二
艘…

と
い
っ
た
よ
う
に
数
え
た

が
、
尾
張
藩
で
は
「
杁
」
と
い
う
字

を
用
い
、
一
腹
、
二
腹…

と
い
っ
た

よ
う
に
数
え
て
い
た
。
享
保
五
（
一

七
二
〇
）
年
十
一
月
の
法
令
に
お
い

て
、
一
時
期
尾
張
藩
に
お
い
て
も
他

国
に
な
ら
っ
て
、
「
圦
」
の
字
を
用

い
、
一
艘
、
二
艘…

と
い
う
よ
う
に

数
え
る
よ
う
に
布
達
し
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
元
の
「
杁
」
の
字
に
戻
し
、

従
前
の
通
り
と
な
っ
た
。

杁
は
、
そ
の
設
置
状
況
や
用
途
や

構
造
等
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
藩
＝
公
儀
が
費
用
を

支
出
し
て
設
置
さ
れ
た
杁
を
「
公
儀

杁
」
、
知
行
を
有
す
る
給
人
が
設
置

し
た
杁
を
「
給
人
杁
」
と
称
す
る
。

用
途
で
分
類
す
る
と
、
用
水
の
た

め
に
設
置
す
る
懸
杁
や
排
水
の
た
め

に
設
置
す
る
捨
杁
と
い
う
よ
う
に
、

そ
し
て
構
造
で
分
類
す
る
と
、
桶

杁
、
箱
杁
等
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
。

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、

海
東
郡
勝
幡
村
に
は
大
小
の
桶
杁
が

十
八
、
指
杁
一
が
あ
っ
た
と
い
う
。

前
段
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
今

回
紹
介
す
る
資
料
は
弥
富
市
歴
史
民

俗
資
料
館
蔵
の
杁
の
図
面
二
点
（
図

一
・
図
二
）
で
あ
る
。
文
字
部
分
を

翻
刻
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
図
一
】

①
梁
持

②
蛇
柱

③
側
蟻

　
　

長
五
尺　

六
寸
角

　

側
板
江
蟻
懸
如
敷
蟻

　

敷
蟻
江
蔕
入

　

蓋
板
江
大
入

④
側
板

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　

幅
杁
可
准

　
　

継
手
目
違
継

⑤
中
桁　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
手
鎌
継

　
　

前
後
蛇
柱
江
入
有
蔕

　
　

中
短
蔕
穴
有

⑥
側
板

⑦
木
刈　

長
五
寸

　
　

幅
二
寸
五
分

　
　

厚
六
分

⑧
蛇
柱　

長
九
尺　

幅
七
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
八
寸

　
　

上
下
蔕
附
上
笠
木
下
待
敷
江

　
　

入

⑨
石
除　

長
二
間 

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　

 

厚
二
寸
五
分

　
　

蛇
柱
梁
持
江
釘
打

　
　
　

釘
長
五
寸 

鉄
目
十
四
匁

⑩
梁
持　

長
圦
高
可
准
六
寸
角

　
　

上
下
蔕
附
梁
敷
蟻
江
入

⑪
附
敷　

長
二
間　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
三
寸

　

両
端
側
板
江
蟻
入
戸
前
樞
穴
ア
リ

　
　

但　

釘
留　

釘
長
六
寸　

　
　

鉄
目
十
六
匁

⑫
鴨
居　

長
四
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
六
寸

　
　

両
端
蛇
柱
江
大
イ
レ 

⑬
待
敷
居　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

両
端
側
板
江
蟻
懸
切
組
幷
蛇

　
　

柱
ノ
蔕
穴

　
　

ア
リ

⑭
土
䑓　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

継
牛
鎌
継
中
短
ノ
蔕
穴
ア
リ

　
　

前
後
如
圖
中
短
穴
ヨ
リ　

　
　

敷
蟻
エ

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

⑮
鉄
切　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

但　

敷
蟻
之
内

　

敷
板
継
牛
之
上
二
置　

　

蟻
懸
無
之
故　

有
別
名

⑯
中
短　

長
三
尺
四
寸　

六
寸
角

　
　

両
端
蔕
附

　
　
　

中
桁
江
入

　
　
　

土
䑓

⑰
敷
板　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

幅
一
尺

　
　

継
牛
五
寸
追
掛
継

⑱
敷
蟻　

長
二
間　

六
寸
角

　
　

敷
板
江
如
圖
蟻
懸

　
　

両
端
側
板
江
蟻
懸

　
　

切
組
幷
側
蟻
ノ
有
蔕
穴

　
　

此
穴
ノ
中
ヨ
リ
両
側
共
敷
板

　
　

江
留
釘
打

　
　

釘
長
七
寸　

鉄
目

【
図
二
】

⑲
蓋
木

　
　

長
二
間　

厚
四
寸

　
　

幅
杁
長
准
可
割
合

　

側
板
側
蟻
江
切
組
ア
リ

　
　

前
十
間　

両
側
共
如
図

　
　

後
五
間

　
　

銯
長
五
寸　

鉄
目
五
十
目

⑳
土
持
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
附　

釘
長
五
寸　

　
　

鉄
目
十
四
匁

㉑
笠
木

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
七
寸

　

蛇
柱
ノ
有
蔕
穴
蛇
柱
壱
本
ニ

　
　

釘
壱
本
宛
笠
木
ヨ
リ
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉒
戸
釣　

長
二
間　

八
寸
角

　
　

蛇
柱
江
切
組
開
戸
有
枢
穴

　
　

牛
違
銯
ニ
テ
蛇
柱
江
繋
如
図

　
　
　

牛
違
銯　

長
六
寸　
　

　
　
　

鉄
目
六
十
目

㉓
方
杖

　
　

長
六
尺　

幅
四
寸　

厚
五
寸

　
　

蛇
柱
・
梁
江
釘
打
如
図

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉔
梁

　
　

長
壱
丈
三
尺
五
寸　

八
寸
角

　
　

梁
持
ノ
有
蔕
穴
梁
持
江
釘
打

　
　

釘
長
五
寸　

目
方
十
四
匁

㉕
袖
柱

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

控
貫
穴

　
　

土
台
江
入
蔕
有　

㉖
戸
板　

長
五
尺　

幅
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
四
寸

　
　

并
戸
板
江
蟻
懸

　
　

矧
目　

目
違
矧

　
　

合
釘　

但　

戸
桟
ノ
下

　
　

□
落
シ
打   ※

□
は
判
読
不
可
。

　
　

釘
長
六
寸　

目
方
十
四
匁

　
　

鯰
釘  

長
七
寸  

鉄
目
十
五
匁

　
　

但　

板
一
枚
ヨ
リ
桟
四
本
ェ

　
　
　
　

一
箇
所
三
本
打
如
図

㉗
袖
土
䑓

　
　

長
六
尺　

幅
八
寸　

厚
四
寸

　
　

袖
柱
ノ
有
蔕
穴

㉘
袖
板

　
　

古
板
ヲ
用

　
　

釘
打　

釘
長
五
寸

　
　

鉄
目
方
十
四
匁

㉙
袖
貫

　
　

長
六
尺　

幅
六
寸　

　
　
　
　
　
　

厚
一
寸
六
分

　
　

袖
柱　

控
柱
江
通
ル

　
　

鼻
栓
留

㉚
控
柱

　
　

古
木
ヲ
用

　
　

貫
穴
ア
リ

杁
に
つ
い
て
は
、
村
に
伝
来
す
る

文
書
を
紐
解
く
と
、
時
に
杁
の
設
置

や
改
修
に
関
す
る
資
料
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
る
。

『
愛
知
県
史
資
料
編
尾
西
・
尾

北
』
所
収
の
文
政
九
（
一
八
二
六
）

年
二
月
付
「
海
西
郡
政
成
新
田
杁
橋

元
帳
」
等
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

現
在
江
戸
時
代
か
ら
伝
存
す
る
杁
は

存
在
し
な
い
た
め
、
杁
の
、
例
え
ば

「
蛇
柱
」
と
い
わ
れ
て
も
ど
の
部
位

な
の
か
不
明
と
い
っ
た
よ
う
に
、
杁

は
難
解
な
施
設
で
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

筆
者
自
身
も
水
利
技
術
に
つ
い
て

は
全
く
門
外
漢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

字
面
的
に
は
概
ね
理
解
し
う
る
も
の

の
具
体
的
に
杁
の
構
造
や
部
位
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
っ
た
。

地
方
書
や
農
書
を
紐
解
い
て
も
筆
者

の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
な
史
料
に

は
今
ま
で
遭
遇
し
な
か
っ
た
憾
み
が

あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
杁
の
構
造
等
を
知

る
う
え
で
有
用
な
資
料
で
は
な
か
ろ

う
か
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ほ
ど
精
緻

な
図
面
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
当
該

研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
の
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ぶ
ん
せ
い

荒田川の水門（岐阜市） 水門川の水門（大垣市）

木
曽
三
川
で
み
ら
れ
る

同
種
の
構
造
物

　
　
　  

　（K
IS
S
O
V
ol.74

に
掲
載
）

コ
　
ラ
　
ム

木
曽
三
川
の
輪
中
地
帯
で
は
、本
川

か
ら
の
逆
水
を
止
め
て
排
水
す
る
た
め

の
逆
水
留
水
門
が
造
ら
れ
て
い
た
。
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上
「神淵神社奇祭のお迎え行列」
　慶長８年（１６０３）から続くという神淵神社の例祭で
は、神輿を迎えるため参加者が行列を組んで神殿に向か
います。祭りの最後には、猿田彦命（天狗）と天細女命（お
かめ）の舞楽が奉納されます。
　例大祭日／４月１４日に近い日曜日
されます。

下
「冬の飛水峡」
　飛騨川随一の渓谷美で知られる飛水峡は、七宗から白
川に至る約12㎞の渓谷で、四季折々の様々な表情を見
せてくれます。冬の飛水峡は、岩肌と積もった雪のコント
ラストが水墨画のような美しさです。

　歴史記録は、「流水を制御する水制」の
三回目として、木曽川中流域に今もなお
現存する猿尾堤について、歴史的経緯を
踏まえ紹介しました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
木曽川下流河川事務所ホームページより
ダウンロードできます。

蛇
ヶ
谷
の
悲
話
　
七
宗
町
野
々
古
屋

第
一二
代
景
行
天
皇
が
、
即
位
か
ら
四
年
目

の
春
、
美
濃
国
を
行
幸
さ
れ
た
折
、
飛
騨
川

に
沿
っ
て
こ
の
辺
り
を
訪
れ
ま
し
た
。

天
皇
は
、皇
子
を
伴
っ
て
飛
騨
川
に
筏
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
が
、
川
に
注
ぐ
一
筋
の

清
流
を
見
つ
け
て
、
そ
の
谷
川
を
遡
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
皇
子
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
美
し

い
乙
女
と
出
会
い
ま
し
た
。皇
子
は
た
ち

ま
ち
乙
女
に
心
を
奪
わ
れ
、
妻
と
し
て
、

こ
の
地
に
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。や
が

て
、二
人
の
間
に
子
供
が
授
か
り
、親
子
三

人
は
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、あ
る
夜
半
に
、ふ
と
目
を
覚
ま

し
た
皇
子
が
、
傍
ら
を
見
や
る
と
、
そ
こ
に
妻

の
姿
は
な
く
、
一
匹
の
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
眠
っ

て
い
ま
し
た
。さ
て
は
蛇
の
化
身
で
あ
っ
た
か
と
皇
子
が
驚
い
て
い
る
と
、
蛇

も
目
を
覚
ま
し
、す
る
す
る
と
寝
所
を
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

自
分
の
正
体
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
察
し
た
蛇
は
、
谷
川
に
身
を

投
げ
、そ
れ
き
り
皇
子
の
前
に
は
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
皇
子
は
妻
が
蛇
の
化
身
で
あ
っ
た
と
わ
か
っ
て
も
、
妻
を
憎
む
気
に

は
な
れ
ず
、悲
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、し
ば
ら
く
し
て
都
に
帰
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、
こ
の
地
を
離
れ
て
い
く
ら
か
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
連
れ
て

い
た
子
供
が
病
に
か
か
り
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
二
人
が
出
会
っ
た
清
流
は
、「
蛇
ヶ
谷
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、悲
し
い
恋
の
話
が
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

出
典
／『
七
宗
町
史
　
通
史
編
』七
宗
町
教
育
委
員
会
　
一九
九
三
年
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